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―県指定文化財―

◆野木神社本殿、拝殿 ２棟（附
つけたり

、棟札３点）

　「
野
木
宮
由
来
」に
よ
れ
ば
、
野
木
神
社
の

主
祭
神
は
菟
道
稚
郎
子
尊（
う
じ
の
わ
き
い

ら
つ
こ
の
み
こ
と
）
で
、
仁
徳
天
皇
の
代
に

磁
城
奈
良
別
君（
じ
き
な
ら
わ
け
の
き
み
）が

下
野
国
国
造
の
時
、山
城
国
菟
道
の
聖
廟（
せ

い
び
ょ
う
）を
下
野
国
笠
懸
の
台
手
箱（
だ
い

て
ば
こ
）
の
地
に
祠（
ほ
こ
ら
）
を
建
て
て
祀

り
、
延
暦
年
間（
７
８
２
〜
８
０
６
）、
坂
上

田
村
麻
呂
東
征
の
時
、
野
木
宮
に
祈
っ
た
お

か
げ
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
、
そ
の
お
礼
に
そ

の
祠
を
現
在
の
場
所
へ
移
し
祀
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
台
手
箱
は
煉
瓦
窯
付
近
。

　
鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
源
頼
朝
は
、
寿
永
２

年（
１
１
８
３
）、
野
木
宮
合
戦
で
勝
利
し
た

後
、
野
木
を
含
む
下
野
国
寒
川
郡
を
神
社
へ

領
地
と
し
て
寄
進
し
ま
し
た
。

①

②③

特集 ― 野木町の文化財 ―
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慶
長
５
年（
１
６
０
０
）、
徳
川
家
康
に
よ
る

会
津
上
杉
景
勝
征
伐
の
際
、
野
木
宮
で
は
社
領

15
石
を
家
康
か
ら
寄
進
さ
れ
、
そ
の
後
、
古
河

藩
主
代
々
の
尊
崇
を
得
て
い
ま
し
た
。

　

し

か

し
、

江

戸

時

代

の

文

化

３

年

（
１
８
０
６
）、
神
事
の
夜
に
拝
殿
か
ら
出
火

し
、
堂
社
す
べ
て
が
焼
失
。
２
年
後
、
新
野
木

町
十
一
屋
武
左
衛
門
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
り
再

建
を
開
始
。
普
請
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
文

政
２
年（
１
８
１
９
）、
古
河
藩
主
土
井
大
炊
頭

利
厚
の
莫
大
な
寄
進
に
よ
り
普
請
は
本
格
化
し
、

本
殿
・
拝
殿
・
玉
垣（
た
ま
が
き
）に
い
た
る
ま

で
造
営
、
文
政
４
年（
１
８
２
１
）10
月
完
成
。

再
建
年
代
は
棟
札
か
ら
文
政
２
年
の
建
立
で
す
。

そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
今
か
ら
２
０
０
年
前
と
な

り
ま
す
。

　
で
は
、
具
体
的
に
野
木
神
社
は
ど
ん
な
建
造

物
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
本
殿
は
三
間
社
流
れ
造（
さ
ん
げ
ん
し
ゃ
な

が
れ
づ
く
り
）
で
、
身
舎（
も
や
）、（
母
屋
）
が

桁
行（
け
た
ゆ
き
）３
間
×
梁
間（
は
り
ま
）２
間

で
、
正
面
に
間
口
一
杯
を
吹
き
放
し
た
１
間
向

拝（
こ
う
は
い
）が
付
き
ま
す
。
内
部
は
、
桁
行

中
央
１
間
と
桁
行
後
方
１
間
で
結
界（
け
っ
か

い
）を
設
け
、中
心
に
ご
神
体
が
鎮
座（
ち
ん
ざ
）

し
ま
す
。

　
本
殿
の
身
舎
側
柱
か
ら
前
方
へ
大
き
く
迫
り

出
す
構
造
や
、
３
重
虹
梁（
こ
う
り
ょ
う
）・
３

重
支
輪（
し
り
ん
）・
蟇
股（
か
え
る
ま
た
）な
ど

の
中
に
、
華
麗
な
彫
刻
を
盛
り
込
む
独
特
な
形

式
で
希
少
で
す
。
ま
た
、
３
代
目
磯
邊
儀
兵
衛

敬
信（
い
そ
べ
ぎ
へ
い
た
か
の
ぶ
）に
よ
る
迫
真

的
な
細
密
な
素
木（
そ
ぼ
く
）彫
刻
も
あ
り
、
江

①本殿　②本殿妻飾　③本殿（東側から）　④拝殿（正面から）

④

↑境内に群生する二輪草

戸
期
、
関
東
一
円
で
卓
越
し
た
技
を
競
い
合
う

多
く
の
彫
工
た
ち
が
、
建
造
物
と
彫
刻
を
融
合

さ
せ
た
装
飾
意
匠
で
、
技
巧
的
な
彫
刻
の
発
展

過
程
を
示
す
社
寺
建
築
の
一
つ
と
し
て
価
値
が

高
い
で
す
。

　
拝
殿
は
桁
行
５
間
、
梁
間
３
間
で
、
正
面
中

央
に
、
脇
間（
わ
き
ま
）の
３
間
分
に
匹
敵
す
る

広
い
１
間
の
向
拝
を
設
け
、
正
面
と
両
側
面
に

切
目
縁（
き
り
め
え
ん
）を
廻
す
。
屋
根
は
入
母

屋（
い
り
も
や
）造
、銅
板
葺（
ど
う
ば
ん
ぶ
き
）、

妻
飾
り
は
虹
梁
・
大
瓶
束（
た
い
へ
い
づ
か
）（
結

綿
付
）
で
、
両
脇
に
笈
形（
お
い
が
た
）
を
添
え

て
い
ま
す
。

　
拝
殿
は
、
本
殿
と
相
対
的
に
簡
素
な
造
り
で

は
あ
る
が
、
中
央
は
5.5
ｍ
に
及
ぶ
広
い
向
拝
を

１
間
と
し
て
、向
拝
柱
上
に
変
形
出
三
斗
組（
へ

ん
け
い
で
み
つ
と
ぐ
み
）を
載
せ
、
中
備（
な
か

ぞ
な
え
）は
上
州
花
輪
産
石
原
常
八
主
信（
い
し

は
ら
つ
ね
は
ち
も
と
の
ぶ
）
作
の
長
大
な
昇
り

龍（
の
ぼ
り
り
ゅ
う
）
と
二
頭
の
降
り
龍（
く
だ

り
り
ゅ
う
）
を
目
抜
き
位
置
に
据
え
ま
す
。
ま

た
、
全
体
を
疎
ら
垂
木（
ま
ば
ら
だ
る
き
）と
し

な
が
ら
も
、
向
拝
部
の
み
は
、
１
本
置
き
に
２

本
を
束
ね
、
軽
快
な
変
化
を
付
け
た
吹
寄
せ
の

意
匠
は
斬
新
で
す
。
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追
加
指
定
さ
れ
た
文
化
財
に
は
こ
れ
以

外
に
附（
つ
け
た
り
）と
し
て
、
棟
札
３
点

が
あ
り
ま
す
。

　
本
殿
の
棟
札
は
高
さ
98
㎝
、上
幅
20.5
㎝
、

下
幅
19
㎝
。
表
面
に「
奉
封
野
木
宮
正
一

位
大
明
神
本
社
大
願
主
従
四
位
古
河
侍
従

源
朝
臣
利
厚
武
運
長
久
」、
裏
面
に「
文
政

二
己
卯
歳
八
月
十
九
日
上
棟
、
宮
大
工
棟

梁
三
村
和
泉
」
と
あ
り
、
本
殿
に
は
棟
梁

に
三
村
和
泉
の
名
が
見
え
、
拝
殿
に
は
棟

梁
田
口
伊
平
次
と
の
名
が
確
認
で
き
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、本
殿
と
拝
殿
と
も
に
、

文
政
２
年
に
上
棟
式
が
行
わ
れ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
平
成
31
年
３
月
、
栃
木
県
教

育
委
員
会
で
は
野
木
神
社
の
本
殿
１
棟
、

拝
殿
１
棟
、
附
と
し
て
棟
札
３
点
を
、
栃

木
県
指
定
文
化
財
有
形
文
化
財
建
造
物
の

部
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

⑤

⑥

⑦

⑤棟札　⑥龍の彫刻の裏側「彫工  上州花輪産  石原常八主信  工之」の記載　⑦拝殿の龍の彫刻

特集 ― 野木町の文化財 ―
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―町指定文化財―

◆法
ほうとくじほんぞんもくぞうあみだにょらいりゅうぞう

得寺本尊木造阿弥陀如来立像
　
法
得
寺
は
野
木
町
佐
川
野
に
あ
り
、

浄
土
真
宗
西
本
願
寺
派
に
属
し
、
親
鸞

の
弟
子
性
信
坊
普
済（
し
ょ
う
し
ん
ぼ

う
ふ
さ
い
）
の
開
山
に
よ
る
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
像
は
、
法
得
寺
の
本
尊
と
し
て

安
置
さ
れ
た
像
高
98.7
㎝
の
木
造
阿
弥
陀

如
来
立
像
で
す
。
着
衣
は
下
か
ら
褊
衫

（
へ
ん
さ
ん
）、
裙（
く
ん
）、
覆
肩
衣（
ふ

げ
ん
え
）、
袈
裟（
け
さ
）
を
着
け
て
い

ま
す
。
右
腕
を
大
き
く
曲
げ
、
左
腕
は

垂
下
さ
せ
、
や
や
前
方
に
向
け
て
曲
げ

る
来
迎
印（
ら
い
ご
う
い
ん
）を
結
ん
で

い
ま
す
。
光
背（
こ
う
は
い
）・
台
座（
だ

い
ざ
）
は
失
っ
て
い
ま
す
。
像
は
カ
ヤ

材
で
で
き
た
寄
木
造
り
の
漆
箔
像
で
、

肉
髻
珠（
に
っ
け
い
し
ゅ
）、白
毫（
び
ゃ

く
ご
う
）、
玉
眼（
ぎ
ょ
く
が
ん
）
に
は

水
晶
が
入
っ
て
い
ま
す
。
傷
み
と
劣
化

が
激
し
く
、
平
成
３
年
度
保
存
修
理
を

施
し
ま
し
た
。
一
旦
解
体
し
、
根
本
的

な
修
理
を
行
い
、色
調
は
古
色（
こ
し
ょ

く
）
仕
上
げ
、
光
背
と
台
座
は
新
調
し

ま
し
た
。
解
体
の
際
、
体
幹
部
の
前
面

に
墨
書
銘（
ぼ
く
し
ょ
め
い
）を
確
認
し

ま
し
た
。
墨
書
は
粗
野
な
感
が
し
ま

す
。

　
こ
の
像
は
、
頭
部
の
両
頬
か
ら
顎

に
か
け
て
肉
づ
き
も
よ
く
、
張
り
の

あ
る
明
快
な
表
現
。
衣
の
襞
（
ひ

だ
）
は
全
体
的
に
線
条
化
、
複
雑
化

の
傾
向
を
見
せ
や
や
煩
雑
で
す
。
腹

前
か
ら
膝
前
の
衣
文
構
成
は
、
腹
前

に
並
行
し
た
弧
線
を
重
ね
、
下
半
身

に
は
湾
曲
し
て
垂
下
す
る
襞
を
左
右

対
照
に
配
す
る
な
ど
、
鎌
倉
時
代
に

活
躍
し
た
快
慶（
か
い
け
い
）の
作
風

で
す
。
こ
れ
は
世
に
「
安
阿
弥
様
」

（
あ
ん
な
み
よ
う
）と
呼
ば
れ
、
後
世

ま
で
影
響
を
与
え
た
作
風
で
、
こ
の

像
も
安
阿
弥
様
の
作
、
美
作
の
尊
像

で
あ
り
ま
す
。
製
作
年
代
は
鎌
倉
時

代
中
期
か
ら
後
期
、
13
世
紀
中
葉
か

ら
14
世
紀
前
葉
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
野
木
町
で
阿
弥
陀
如
来
像
は
８
軀

確
認
で
き
ま
す
が
、
安
阿
弥
様
の
作

は
本
像
の
み
で
す
。
近
隣
の
市
町
に

類
例
を
求
め
て
も
安
阿
弥
様
の
も
の

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
足
利
市
の
真
教

寺
に
像
高
98.6
㎝
の
木
造
阿
弥
陀
如
来

立
像
が
あ
り
ま
す
。
快
慶
作
の
三
尺

阿
弥
陀
像
で
、
檜
材
の
寄
木
造
り
。

正
に
安
阿
弥
様
の
木
像
で
、
栃
木
県

指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
法
得
寺

本
尊
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
は
野
木

町
指
定
文
化
財（
有
形
文
化
財
、
彫

刻
の
部
）に
追
加
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
い
間
、
法
得
寺
に
銅
造
の
阿

弥
陀
如
来
立
像
が
伝
来
し
て
い
ま

し
た
。
で
も
、よ
く
観
察
す
る
と
、

左
手
に
薬
壷（
や
っ
こ
）を
持
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
こ
の
像

は「
薬
師
如
来
立
像
」で
す
。

　
こ
の
像
も
法
得
寺
に
あ
り
ま

す
。
着
衣
は
上
か
ら
、
袈
裟
、
覆

肩
衣
、
裙
を
着
け
ま
す
。
両
腕
は

大
き
く
曲
げ
、
左
手
に
は
薬
壷
、

右
手
は
指
が
欠
け
て
い
ま
す
。
背

面
に
は
枘（
ほ
ぞ
）が
２
か
所
あ
り

ま
し
た
が
、
後
に
潰
し
て
磨
き
上

げ
て
い
ま
す
。光
背
は
な
く
な
り
、

台
座
は
蓮
華
座（
れ
ん
げ
ざ
）、
反

花
座（
か
え
り
ば
な
ざ
）で
す
。
総

高
11
㎝（
台
座
含
む
）、像
高
９
㎝
。

台
座
と
と
も
に
銅
像
の
一
鋳
仕
上

げ
。
像
内
は
空
洞
で
、
胸
部
・
裙

の
正
面
中
央
部
・
左
上
腕
部
・
右

袖
前
方
部
な
ど
各
所
に
鋳
損
じ
が

あ
り
ま
す
。
よ
く
観
察
し
て
も
鍍

金
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
金
銅

製
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
全
体
的
に

摩
滅
が
激
し
く
、
全
身
の
凹
部
に

は
褐
色
の
土
が
付
着
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
あ
る
時
期
、
土
の
中
に
あ
っ

た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
像
は
、
頭
体
部
の
バ
ラ
ン
ス

は
仕
様
面
か
ら
側
面
に
か
け
て
と
も

に
良
い
こ
と
か
ら
も
、
鎌
倉
時
代
後

期
か
ら
南
北
朝
期
、
13
世
紀
後
半
か

ら
14
世
紀
頃
の
製
作
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
像
に
は
、
法
得

寺
第
10
世
空
山
法
師
が
石
山
法
難

（
１
５
７
０
〜
１
５
８
０
）
の
際
の

守
り
本
尊
と
の
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

石
山
法
難
と
は
、
織
田
信
長
に
よ
る

石
山
合
戦
の
こ
と
で
、
顕
如
側
に
つ

い
た
民
衆
た
ち
の
守
り
本
尊
と
の
言

い
伝
え
も
あ
り
ま
す
。

　
野
木
町
で
は
薬
師
如
来
像
は
２
軀

確
認
で
き
ま
す
が
、
銅
造
は
本
像
の

み
で
す
。
小
山
市
で
は
約
20
軀
ほ
ど

確
認
で
き
ま
す
が
、
す
べ
て
木
造
で

銅
造
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
栃
木
市
藤

岡
町
の
願
成
寺
に
あ
っ
た
金
銅
薬
師

如
来
立
像
は
法
得
寺
の
銅
造
と
類
似

し
ま
す
。
像
高
21
㎝
で
、
顔
の
彫
り

が
深
く
、
鼻
や
口
が
比
較
的
大
き
い

直
立
不
動
の
金
銅
仏
で
す
。
こ
れ
は

栃
木
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
法
得
寺

銅
造
薬
師
如
来
立
像（
伝
、阿
弥
陀
如

来
立
像
）は
野
木
町
指
定
文
化
財（
有

形
文
化
財
、
工
芸
品
の
部
）
に
追
加

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆法
ほうとくじどうぞうやくしにょらいりゅうぞう

得寺銅造薬師如来立像
　 （伝

でん

、阿
あ み だ に ょ ら い り ゅ う ぞ う

弥陀如来立像）
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■
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
を

　
避
難
す
る
時
の
荷

物
は
必
要
最
低
限
と

し
、
事
前
に
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
近
年
、
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
に

よ
っ
て
、
毎
年
の
よ
う
に
水
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
水
害
の
発
生
は
、
出
水

期
の
６
月
〜
７
月
の
梅
雨
の
シ
ー
ズ
ン

や
８
月
〜
９
月
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
集

中
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
近
年
は
、
ゲ

リ
ラ
豪
雨
と
呼
ば
れ
る
時
間
雨
量
50
ミ

リ
を
超
え
る
豪
雨
の
発
生
件
数
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
関
東
・
東
北
豪
雨
で
は
、

本
町
に
お
い
て
も
、
48
時
間
に
累
計
で

３
１
５
ミ
リ
の
降
雨
量
が
あ
り
、
急
激

に
河
川
水
位
が
上
昇
し
、
床
上
浸
水
10

棟
、
床
下
浸
水
２
５
８
棟
の
浸
水
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　
水
害
に
よ
る
被
害
を
少
な
く
す
る
た

め
に
重
要
な
の
が
、
国
や
県
、
町
な
ど

の
行
政（
公
助
）と
、
住
民
一
人
ひ
と
り

の
取
組（
自
助
）、そ
し
て「
消
防（
水
防
）

団
」を
核
と
し
た
地
域
住
民
に
よ
る「
水

防
活
動
」（
共
助
）
で
す
。
日
頃
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
は
ど
の
よ
う
な
水

害
の
備
え
を
し
て
お
く
べ
き
か
、
ま
た
、

避
難
時
の
注
意
点
・
心
得
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

水
害
か
ら
自
ら
を
守
る
た
め
に

日
頃
か
ら
の
備
え
が
重
要
で
す
!!

〜
出
水
期
に
備
え
て
〜

▲平成 27年９月 10日
　午後２時ごろの思川の様子

避
難
時
持
ち
出
し
品
リ
ス
ト（
例
）

□
衣
類

　
・
下
着

　
・
タ
オ
ル

　
・
ハ
ン
カ
チ

　
・
軍
手

□
非
常
食
、
水

□
貴
重
品

　
・
現
金

　
・
印
鑑
、
預
金
通
帳
等

　
・
免
許
証
、
保
険
証
等

□
懐
中
電
灯

□
携
帯
ラ
ジ
オ

□
携
帯
電
話（
充
電
器
）

□
乾
電
池

□
マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー

□
医
療
品

　
・
ガ
ー
ゼ
　
・
ば
ん
そ
う
こ
う

　
・
傷
薬
　
・
包
帯

　
・
消
毒
液
　
・
目
薬

　
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
　
・
脱
脂
綿

□
野
木
町
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

日
頃
か
ら
の
備
え

■
避
難
場
所
や
避
難
路
の
確
認
を

　
４
月
に
全
戸
配
布
し
ま
し
た
最
新
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
自
分
の
地
区
の
避

難
所
と
安
全
な
避
難
経
路
の
確
認
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▲
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
に
、
町
民
の
皆
様
が
迅

速
か
つ
安
全
に
避
難
し
、
自
ら
身
を
守
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。
日
頃
か
ら

目
に
付
く
場
所
に
保
管
し
て
洪
水
に
備
え
て
く
だ

さ
い
。
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水
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、 

避
難
の
注
意
点
は
？

　
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害
な
ど
は
一
気
に
起
こ
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、
避
難
が
遅
れ
る
と
命
に
か
か
わ
り
ま
す
。
風
雨
が
激
し
く

な
っ
た
り
、
日
が
暮
れ
て
暗
く
な
っ
た
り
し
て
か
ら
で
は
移
動
が

困
難
に
な
り
ま
す
。
特
に
高
齢
者
や
子
ど
も
の
い
る
家
庭
は
、
町

が
発
表
す
る
情
報
や
、
周
囲
の
状
況
を
把
握
し
、
早
め
の
避
難
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

～出水期に備えて～

情報発令の
種類

避難準備・
高齢者等避難開始

避難勧告 避難指示（緊急）

とるべき
行動

　インターネット、
ラジオやテレビ等
で情報を確認して、
避難の準備をしま
しょう。
　要配慮者（高齢者
や障がい者等、避
難に配慮が必要な
方）とその支援者
は直ちに指定避難
所へ避難してくだ
さい。

　あわてず、指定
避難所に速やかに
避 難 を 開 始 し ま
しょう。浸水等が
始まってからの避
難は危険です。状
況に応じて自宅の
２階以上へ避難し
てください。

　指定避難所に直
ちに避難しましょ
う。避難が遅れ、
屋外が危険な場合
は、自宅の２階以
上へ緊急避難して
ください。

発令時の
状況

　水位が氾濫注意
水位に達し、さら
に水位の上昇が予
想される場合。

　水位が氾濫危険
水位に達すること
が見込まれ、さら
に水位の上昇が見
込まれる場合。

　水位が氾濫危険
水位に達した場合。

緊　急　度 高い

避
難
時
の
心
得

■
災
害
情
報
全
般
に
注
意

　
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
で
気
象
庁
、
官
公
庁
等

か
ら
の
災
害
に
関
す
る
正
確
な
情

報
を
収
集
し
ま
し
ょ
う
。

　
周
辺
の
状
況
に
危
険
を
感
じ
た

ら
、
自
主
的
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

■
町
か
ら
の
呼
び
か
け
に
注
意

　
危
険
が
迫
っ
た
と
き
に
は
、
役

場
や
消
防
署
か
ら
の
避
難
の
呼
び

か
け
に
注
意
し
、
呼
び
か
け
が

あ
っ
た
場
合
に
は
速
や
か
に
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

■
避
難
す
る
前
に

　
避
難
す
る
前
に
電
気
・
ガ
ス
な

ど
の
火
元
を
消
し
、
避
難
所
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

■
車
で
の
避
難
は
控
え
て

　
車
で
の
避
難
は
、
緊
急
車
両
の

通
行
の
妨
げ
や
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

問
題
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
特
別

の
場
合
を
除
き
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
水
防
活
動
の
妨
げ
に
な

り
ま
す
の
で
、
自
動
車
を
堤
防
や

道
路
に
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
段
差
・
溝
に
注
意
を

　
避
難
す
る
時
は
で
き
る
だ
け
高

い
道
路
を
選
び
、
浸
水
し
て
い
る

場
所
で
は
溝
や
水
路
に
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

■
２
人
以
上
で
の
避
難
を

　
避
難
す
る
と
き
は
動
き
や
す
い

格
好
で
、
単
独
行
動
を
避
け
２
人

以
上
で
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

■
万
一
逃
げ
遅
れ
た
場
合
に
は

　
避
難
が
遅
れ
て

浸
水
し
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
建
物

の
２
階
以
上
や
屋

根
等
の
高
い
場
所

に
移
動
し
、
落
ち

着
い
て
救
助
を

待
っ
て
く
だ
さ
い
。
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地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
消
防

団
は
、
地
域
に
密
着
し
た
効
果
的
な
消
火

活
動
・
救
助
活
動
を
行
い
ま
す
。
常
勤
の

地
方
公
務
員
と
し
て
消
防
署
に
勤
務
す
る

消
防
職
員
と
は
異
な
り
、
消
防
団
員
は
、

普
段
は
自
分
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
火
災

や
大
規
模
災
害
発
生
時
に
、
自
宅
や
職
場

か
ら
災
害
現
場
な
ど
へ
駆
け
つ
け
る
非
常

勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
消
防
団
は
、
大
雨
や
台
風
な
ど
に
よ
る

水
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
水
防
活
動

を
行
い
ま
す
。（
野
木
町
で
は
消
防
団
が

水
防
団
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。）

　
団
員
は
、
大
雨
な
ど
で
水
害
が
発
生
す

る
危
険
が
あ
る
と
き
は
、
危
険
箇
所
な
ど

を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
危
険
な
場
所
へ
の

立
ち
入
り
を
制
限
し
た
り
、
地
域
の
人
た

ち
に
警
戒
を
呼
び
か
け
た
り
、
洪
水
を
防

ぐ
た
め
に
水
防
工
法
を
実
施
し
た
り
し
ま

す
。

令
和
元
年
度
緊
急
地
震
速
報
訓
練

日
６
月
18
日（
火
）10
時
頃

容
気
象
庁
か
ら
訓
練
用
緊
急
地
震
速
報
を

　
配
信
し
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
活
用
し
、Ｊ
ア
ラ
ー

ト
の
受
信
確
認
や
情
報
伝
達
手
段
の
起
動

手
順
の
確
認
を
行
う
も
の
で
す
。

防
災
無
線
放
送
内
容
例

①
チ
ャ
イ
ム
音

②「
こ
ち
ら
は
、
野
木
町
役
場
で
す
。

　
　
只
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。」

③｛「
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震（
お
お
じ

　
　
し
ん
）
で
す
。
大
地
震
で
す
。
　
　

　
　
こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
。」｝×
３
回

④「
こ
ち
ら
は
、
野
木
町
役
場
で
す
。

　
　
こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま
す
。」

⑤
チ
ャ
イ
ム
音

※
訓
練
は
、
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
又

　
は
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
、
中
止
す

　
る
事
が
あ
り
ま
す
。

◎
目
の
不
自
由
な
方

　「
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
」
な

ど
と
、
ま
ず
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

　
杖
を
持
っ
て
い
な
い
側
に
ま
わ
り
、

肘
の
あ
た
り
を
軽
く
持
た
せ
て
半
歩

前
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
ま
し
ょ
う
。

◎
耳
の
不
自
由
な
方

　
話
す
と
き
は
近
く
で
相
手
に
ま
っ

す
ぐ
顔
を
向
け
、
口
を
大
き
く
は
っ

き
り
と
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　
紙
に
書
い
た
り
身
振
り
な
ど
で
情

報
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
者
や
乳
幼
児
、
身
体
の
不
自

由
な
方
、
外
国
人
な
ど
は
、
情
報
把

握
や
避
難
活
動
に
時
間
が
か
か
る
た

め
、
早
め
に
避
難
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ご
近
所
の
要
配
慮
者
の
避

難
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

◎
高
齢
者
・
病
気
の
方

　
複
数
の
人
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

　
緊
急
の
際
は
、
ロ
ー
プ
な
ど
を
使

い
背
負
っ
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◎
体
の
不
自
由
な
方

　
車
椅
子
の
場
合
は
必
ず
３
人
以
上

で
協
力
し
、
あ
が
る
と
き
は
前
向
き

に
、
下
が
る
と
き
は
後
ろ
向
き
で
避

難
し
ま
し
ょ
う
。

要
配
慮
者
へ
の 

　
　
　
　

 

ご
協
力
を

水
害
時
に
は
消
防
団
が

水
防
団
に
な
り
ま
す



（9）

野木町防災たよりにご登録を !!
一人ひとりが「自らの身の安全は自ら守る」という防災の基本に基づきぜひご登録ください !!

　野木町では、大雨や大雪等の気象警報・特別警報や、大型の地震の震度速報、ゲリラ攻撃情報等の国

民保護関係情報など、緊急性のある防災に関わる情報を登録制メール「野木町防災たより」で配信して

います。

　簡単に登録ができますので、皆様のご登録をお願いします。

配信する情報の種類

　緊急地震速報（震度４以上）、震度速報（震度４以上）、気象警報・特別警報（暴風雪、大雨、洪水、

暴風、大雪）、竜巻注意報、国民保護関係（弾道ミサイル情報、航空攻撃情報、ゲリラ・特殊部隊攻撃

情報、大規模テロ情報）

※ 震度速報については、栃木県南部が対象になっていますので、

野木町で震度４以上の地震でなくても配信される場合があります。

登録方法

携帯電話で登録する場合 ･･･ 右の QR コードを読み込むか、「77700003 ＠ bousai-nogi
.jp」に空メールを送信し、返信メールにより会員登録をしてください。

パソコンで登録する場合 ･･･「http://www.bousai-nogi.jp/memberentry-accept/?s=7
7700003」にアクセスしていただき、会員登録受付ページより会員登録をしてください。

緊急速報メールで災害・避難情報を配信します

　野木町では、多くの町民の皆さまに迅速に防災情報を伝達するため、サイレン・広報車

による巡回などの方法の他に、緊急速報メールを配信しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＮＴＴドコモ、ａｕ、ソフトバンク）

緊急速報メールとは

　携帯電話向けの災害情報伝達サービスで、野木町内に滞在し、かつ当該サービスの受信機能を持つ携

帯電話に緊急情報をお知らせするものです。緊急地震速報メールと同じ仕組みを使用しています。

緊急速報メールの特徴

　1. 月額使用料や受信料は無料です。

　2. 受信するために登録する必要はありません。

　3. 専用の着信音とポップアップ画面により、いち早く情報を確認することができます。

　4. 観光や仕事などで野木町を訪れた方も受信することができます。

　※地域によっては他市町の緊急速報メールを受信することがありますのでご注意ください。

配信する情報の種類（緊急性の高い以下の７種類）

　避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急）、弾道ミサイル情報、航空攻撃情報、

　ゲリラ・特殊部隊攻撃情報、大規模テロ情報

配 信例
　件名「野木町避難勧告情報」

　本文 「野木町役場からお知らせします。思川が警戒水位を超えました。○○地域にお住まいの方につ

きましては、ただちに○○へ避難してください。」

その他

　携帯電話の電源が OFF または圏外、通話中、受信設定がされていない場合は、受信はできません。

　対応機種や受信の設定方法などの詳細は、各携帯電話会社にお問い合わせください。

　【ＮＴＴドコモ】総合お問い合わせ 0120-800-000（ドコモ携帯電話から局番なし 151）
　【ａｕ】総合案内 0077-7-111（ａｕ携帯電話から局番なし 157）
　【ソフトバンク】総合案内 0800-919-0157（ソフトバンク携帯電話から局番なし 157）

問総務課　撒（57）4112

～出水期に備えて～
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若
林
区（
30
年
７
月
20
日
）

【
質
　
問
】

　
第
二
工
業
団
地
の
予
約
分
譲
６
区
画

が
大
体
決
ま
っ
た
と
い
う
が
、
も
う
少

し
細
か
く
ど
の
よ
う
な
会
社
な
の
か
教

え
て
欲
し
い
。

《
回
　
答
》

　
野
木
工
業
団
地
に
既
存
す
る
、
医
薬

品
の
製
造
を
行
っ
て
い
る「
栄
研
化
学
」

に
現
在
の
工
場
敷
地
の
北
側
を
３
区
画

ご
購
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
栄
研
化
学
の
西
側
の
町
の
中
央
通

り
に
面
し
た
４
区
画
は「
大
阪
サ
ニ
タ

リ
ー
」
と
い
う
企
業
で
、
パ
イ
プ
の
中

を
研
磨
し
た
精
度
の
高
い
配
管
な
ど
の

生
産
用
機
械
器
具
を
製
造
し
、
ビ
ー
ル

や
飲
料
水
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
取
引
先
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
同
種
の
配
管
の
製

造
に
つ
い
て
は
国
内
で
も
高
い
シ
ェ
ア

率
の
あ
る
優
良
企
業
で
す
。

　
そ
の
北
側
に
は「
ジ
ア
ー
ス
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
道
路
を
挟
ん
だ

反
対
側
に
既
存
す
る
企
業
に
ご
購
入
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
企
業
は
古
河
市

の
旧
三
和
町
に
あ
っ
た
工
場
を
野
木
町

に
移
転
し
ま
す
。
こ
ち
ら
の
企
業
は
、

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
木
質
パ
ネ
ル
や
住

宅
用
の
部
材
等
を
製
造
し
て
お
り
、
今

回
ご
購
入
い
た
だ
い
た
工
場
敷
地
で
は
、

主
に
木
質
パ
ネ
ル
を
製
造
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
東
側
の
一
番
大
き
い
区
画
及
び
そ

の
東
側
の
２
区
画
に
つ
い
て
は
、「
パ

ル
タ
ッ
ク
」と
い
う
卸
売
業
の
企
業
で
、

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
の
小
売
業
に
医

薬
品
や
日
用
雑
貨
品
な
ど
を
卸
し
て
い

ま
す
。
東
証
一
部
上
場
企
業
で
、
日
本

全
国
に
同
様
の
物
流
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
て
い
る
優
良
企
業
で
す
。

【
質
　
問
】

　
ひ
ま
わ
り
油
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
し
て
い
る
が
、
返
礼
品
と
し
て

ど
れ
程
出
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
平
成

29
年
度
の
町
全
体
の
寄
付
額
は
ど
れ
ほ

ど
か
。

《
回
　
答
》

　
平
成
29
年
度
の
実
績
は
全
体
で

２
１
３
３
万
９
千
円
で
す
。
寄
付
の

あ
っ
た
方
に
は
返
礼
品
を
差
し
上
げ
て

お
り
、
寄
付
額
の
３
割
以
内
と
設
定
し

て
お
り
ま
す
。
逆
に
、
町
民
が
ふ
る
さ

と
納
税
を
行
っ
た
金
額
に
つ
い
て
は
、

約
２
千
万
円
で
す
が
、
寄
付
額
か
ら
町

民
税
の
減
額
は
約
１
千
万
円
で
あ
り
、

返
礼
品
等
の
費
用
を
差
し
引
く
と
、
概

ね
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
に
ひ
ま
わ
り
油

を
返
礼
品
と
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

付
額
は
15
万
円
で
、
15
セ
ッ
ト
の
ひ
ま

わ
り
油
を
返
礼
品
と
し
て
差
し
上
げ
て

お
り
ま
す
。

川
田
区（
30
年
10
月
５
日
）

【
質
　
問
】

　
佐
川
南
土
地
改
良
は
当
初
は
５
〜
６

年
ほ
ど
で
終
わ
る
と
聞
い
て
い
た
が
、

７
年
経
っ
て
も
い
つ
終
わ
る
か
わ
か
ら

な
い
。
役
員
は
と
て
も
尽
力
し
、
板
ば

さ
み
に
な
り
困
っ
て
い
る
。
な
る
べ
く

早
く
終
わ
ら
せ
て
も
ら
い
た
い
の
が
地

権
者
の
本
音
で
あ
る
。

《
回
　
答
》

　
佐
川
南
土
地
改
良
事
業
は
平
成
24
年

度
よ
り
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
本
年
度

は
暗
渠
排
水
事
業
、
道
路
舗
装
工
事
を

実
施
し
ま
す
。
来
年
度
に
は
換
地
及
び

補
完
的
な
工
事
を
実
施
し
、
換
地
に
お

い
て
皆
様
の
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
完
了
、

同
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
も
平
成
32
年

度
に
は
完
了
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
で
は
平
成
31
年
度
完
了
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
町
政
地
区
懇
談
会

　
町
で
は
、
平
成
30
年
７
月
か
ら
11
月
に
、
開
催
の
希
望
の
あ
っ
た
区
に
お
伺
い
し
、

直
接
町
民
の
皆
様
と
意
見
交
換
す
る「
町
政
地
区
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
町
か
ら
予
算
概
要
や
重
点
施
策
な
ど
の
説
明
後
、
皆
様
か
ら
各
地

区
で
抱
え
て
い
る
問
題
や
町
へ
の
要
望
等
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
各
地
区
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
一
部（
要
旨
）を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
紹
介
す
る
内
容
は
、
懇
談
会
終
了
後
に
各
自
治
会
に
て
回
覧
い
た
だ
き

ま
し
た
。

報　告
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【
質
　
問
】

　
昔
に
比
べ
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
買
い

物
で
ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

が
沢
山
出
る
。
燃
え
る
ご
み
よ
り
多
い
。

　
今
は
週
に
１
回
し
か
収
集
し
な
い
が
、

１
週
間
に
１
回
で
は
た
く
さ
ん
溜
ま
っ

て
し
ま
う
。
週
に
２
回
く
ら
い
収
集
し

て
く
れ
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
る
。

《
回
　
答
》

　
平
成
28
年
度
か
ら
ご
み
の
新
た
な
分

別
処
理
を
行
っ
て
お
り
、
町
民
の
皆
様

に
は
ご
協
力
を
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
野
木
町
も
初
め
て
の
ビ
ニ
・
プ
ラ
分

別
と
な
り
、
今
現
在
は
週
１
回
収
集
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
の

お
店
に
行
き
ま
す
と
ビ
ニ
・
プ
ラ
製
品

が
多
く
、
衛
生
面
な
ど
を
考
え
ま
す
と

確
か
に
週
１
回
の
収
集
で
は
少
な
い
と

も
感
じ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ

ビ
ニ
・
プ
ラ
の
量
が
あ
ま
り
出
て
き
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
町
の
広
報
で

も
ビ
ニ
・
プ
ラ
の
分
別
の
徹
底
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
が
、
各
地
区
に
環
境

委
員
が
お
り
ま
す
の
で
、
環
境
委
員
と

よ
く
相
談
し
ビ
ニ
・
プ
ラ
の
分
別
、
資

源
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
町
民
の
皆
様

に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
対
応

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ビ
ニ
・
プ
ラ
の
収
集
回
数
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
ビ
ニ
・
プ
ラ
の
収
集
の
量

や
他
の
地
区
の
方
の
ご
意
見
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
今
後
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

潤
島
区（
30
年
11
月
９
日
）

【
質
　
問
】

　
通
学
路
に
つ
い
て
、
早
朝
に
学
童
30

名
程
度
と
４
ｍ
道
路
の
通
学
路
で
会
う
。

狭
い
道
路
で
、
車
な
ど
と
接
触
す
る
可

能
性
が
あ
る
道
幅
で
あ
る
。
20
年
程
前

は
ほ
と
ん
ど
交
通
量
が
な
か
っ
た
が
、

幸
い
若
い
方
が
増
え
、
そ
う
い
っ
た
家

が
30
軒
程
あ
る
。
小
学
生
が
車
と
並
行

し
て
動
く
の
は
す
ご
く
危
険
だ
。

　
友
沼
小
学
校
の
通
学
路
を
町
で
一
度

チ
ェ
ッ
ク
し
、
通
学
路
の
変
更
に
つ
い

て
善
拠
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。
短
期
、

長
期
的
な
考
え
で
も
い
い
の
で
教
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

《
回
　
答
》

　
通
学
路
は
学
校
・
保
護
者
等
と
で
話

し
合
い
、
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ま

す
。
町
で
は
、
毎
年
通
学
路
点
検
を
行

い
、
学
校
か
ら
危
険
箇
所
を
あ
げ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。そ
し
て
、国
・
県
・

町
の
道
路
関
係
部
署
と
警
察
と
で
懇
談

を
行
い
先
日
も
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
通
学
路

は
、
以
前
に
も
ご
意
見
が
あ
り
、
町
と

し
て
も
平
成
28
年
５
月
に
児
童
の
通
学

時
間
帯
に
現
地
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
学
校
と
話
し
合
い
を
し
ま
し

た
が
、
通
学
路
を
変
更
す
る
に
し
て
も
、

道
路
幅
員
の
狭
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
逆

に
危
険
が
増
し
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
た
め
、
現
在
の
通
学
ル
ー
ト
が

最
善
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

こ
の
通
学
路
に
関
し
ま
し
て
は
、
以
上

の
よ
う
な
経
緯
が
あ
る
こ
と
も
ご
承
知

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
各
機

関
と
連
携
し
、
児
童
の
安
全
に
つ
い
て
、

定
期
的
な
点
検
な
ど
よ
り
よ
い
方
法
を

話
し
合
っ
て
い
き
ま
す
。

【
質
　
問
】

　
Ｕ
字
溝
に
土
が
溜
ま
る
問
題
で
、
年

２
回
掃
除
し
て
お
り
、
１
回
は
町
が
、

も
う
１
回
は
地
元
で
蓋
を
取
っ
て
ゴ
ミ

に
出
し
て
い
る
。
更
に
対
応
し
て
欲
し

い
と
き
は
町
に
要
望
す
れ
ば
や
っ
て
も

ら
え
る
か
。

《
回
　
答
》

　
要
望
は
区
長
、
自
治
会
長
様
に
集
約

し
提
出
い
た
だ
き
、
町
の
要
望
担
当
で

あ
る
政
策
課
を
経
由
し
た
の
ち
、
各
担

当
課
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
Ｕ
字
溝
の
清
掃
に
つ
い
て
は
、

直
接
都
市
整
備
課
に
ご
相
談
い
た
だ
け

れ
ば
、
現
場
を
確
認
し
た
う
え
で
、
対

応
い
た
し
ま
す
。

中
谷
区（
30
年
11
月
10
日
）

【
質
　
問
】

　
中
谷
地
区
で
は
10
年
後
に
地
籍
調
査

を
実
施
す
る
計
画
の
よ
う
だ
が
、
地
籍

調
査
を
実
施
し
た
際
に
、
昔
の
公
図
と

実
際
の
境
界
の
ず
れ
が
生
じ
、
隣
接
す

る
地
権
者
同
士
で
ト
ラ
ブ
ル
が
お
こ
る

の
で
は
な
い
か
。

《
回
　
答
》

　
地
籍
調
査
に
つ
い
て
は
、
ご
指
摘
の

と
お
り
公
図
と
現
況
の
違
い
が
多
々
ご

ざ
い
ま
す
。
両
地
権
者
に
は
現
地
で
立

ち
会
っ
て
い
た
だ
き
、
町
か
ら
公
図
と

現
況
に
つ
い
て
説
明
し
、
両
地
権
者
が

納
得
し
た
上
で
境
界
を
決
定
し
ま
す
。

　
今
回
の
地
籍
調
査
は
、
元
々
古
い
絵

図
等
か
ら
作
成
し
、
現
況
と
合
わ
な
い

公
図
を
是
正
し
て
正
確
な
も
の
に
書
き

換
え
る
た
め
の
国
の
事
業
で
あ
り
、
数

字
的
に
図
化
し
た
座
標
表
示
を
用
い
る

こ
と
で
、
仮
に
杭
が
抜
か
れ
て
も
復
元

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
現
在
町
内
で
実

施
し
て
い
る
潤
島
・
若
林
地
区
に
お
き

ま
し
て
、
一
度
の
立
ち
会
い
で
両
地
権

者
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
両
地
権
者
に
何

度
か
立
ち
会
っ
て
い
た
だ
き
、
お
互
い

が
納
得
し
た
ポ
イ
ン
ト
で
な
け
れ
ば
境

界
は
確
定
し
な
い
た
め
、
仮
に
確
定
で

き
な
け
れ
ば
、
不
調
と
な
り
ま
す
。
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そ
の
場
合
は
、
そ
の
場
所
だ
け
境
界

が
決
定
し
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。
現

在
の
と
こ
ろ
、
潤
島
・
若
林
地
区
で
は

不
調
と
な
っ
た
事
例
は
な
い
そ
う
で
す

が
、
全
国
的
に
み
る
と
不
調
の
事
例
は

多
々
あ
る
そ
う
で
す
。

【
質
　
問
】

　
第
一
松
原
踏
切
の
拡
張
に
伴
い
、
踏

切
か
ら
南
赤
塚
の
Ｔ
字
路
ま
で
の
道
路

（
二
級
幹
線
４
号
線
）
の
整
備
に
多
額

の
費
用
が
か
か
る
と
聞
い
て
い
る
。
第

二
工
業
団
地
の
完
成
も
踏
ま
え
て
、
今

後
の
当
該
道
路
の
通
行
状
況
に
つ
い
て
、

町
は
ど
の
よ
う
な
予
想
を
し
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
路
面
の
凹
凸
が
激
し
く
、
舗

装
が
剥
が
れ
て
小
石
が
沿
道
の
田
に

入
っ
た
り
、
道
路
に
穴
が
開
い
て
補
修

し
て
も
ま
た
穴
が
開
く
状
況
が
見
受
け

ら
れ
る
の
で
、
き
れ
い
に
整
備
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

《
回
　
答
》

　
町
で
も
道
路
の
状
況
に
つ
い
て
は
充

分
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
第
一
松
原
踏

切
か
ら
赤
観
音
辺
り
ま
で
整
備
し
て
い

き
た
い
と
い
う
考
え
は
あ
り
ま
す
が
、

時
期
や
詳
細
な
計
画
に
つ
い
て
は
未
定

で
す
。
た
だ
、
ひ
ど
く
傷
ん
で
い
る
よ

う
な
箇
所
に
つ
い
て
は
応
急
的
な
補
修

で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

友
沼
区（
30
年
11
月
15
日
）

【
質
　
問
】

　
角
新
田
の
集
会
所
が
老
朽
化
し
、
台

風
で
雨
戸
が
飛
ん
で
し
ま
っ
た
た
め
、

建
替
え
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
際
の
費

用
は
国
・
県
・
町
な
ど
ど
こ
が
出
し
て

く
れ
る
の
か
。
そ
れ
と
も
自
治
会
で
全

部
負
担
す
る
の
か
。

　
ま
た
、
集
会
所
の
前
の
１
２
０
〜

１
３
０
ｍ
の
道
路
が
未
舗
装
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
舗
装
し
て
も
ら
い
た
い
。

《
回
　
答
》

　
自
治
会
の
振
興
を
図
る
目
的
で
、会
館

等
の
建
設
に
要
す
る
経
費
を
補
助
す
る

「
自
治
会
館
等
建
設
費
補
助
金
」
が
ご
ざ

い
ま
す
。新
築
又
は
建
替
え
の
場
合
が
補

助
対
象
に
な
り
ま
す
。
補
助
率
は
、
建
設

に
要
す
る
経
費
の
３
分
の
１
以
内
に
な

り
ま
す
。予
算
措
置
の
関
係
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、新
築
又
は
建
替
え
を
お
考
え
の

場
合
は
、事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
道
路
の
未
舗
装
に
つ
き
ま
し
て

は
、町
で
は
現
道
舗
装
は
行
っ
て
い
な
い

た
め
、舗
装
を
す
る
際
に
は
拡
幅
舗
装
を

行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、

地
権
者
の
方
、ま
た
地
元
の
方
の
ご
協
力

が
な
い
と
で
き
な
い
た
め
、自
治
会
長
様

や
区
長
様
が
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
き
、

町
に
要
望
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。町
に

提
出
さ
れ
て
い
る
要
望
書
も
多
い
た
め
、

す
ぐ
に
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、何
か
あ
り
ま
し
た
ら
都
市
整
備
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
質
　
問
】

　
友
下
公
民
館
が
築
45
年
ほ
ど
経
ち
、

敷
地
内
に
一
部
低
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

友
西
地
区
で
下
水
道
工
事
が
始
ま
っ
た

が
、
そ
の
残
土
を
公
民
館
敷
地
に
分
け

て
も
ら
え
な
い
か
。
搬
入
後
の
整
地
は

自
治
会
で
行
う
。

《
回
　
答
》

　
下
水
道
工
事
は
発
生
土
を
埋
め
戻
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
来
年
度
の
工
事
の

と
き
に
発
生
土
の
量
な
ど
を
含
め
て
区

長
と
相
談
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
公
民

館
で
あ
れ
ば
公
共
性
の
高
い
場
所
の
た

め
、
で
き
れ
ば
優
先
的
に
実
施
す
る
方

向
で
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

丸
林
西
区（
30
年
11
月
17
日
）

【
質
　
問
】

　
子
育
て
支
援
策
と
し
て
の
出
産
祝
金

で
あ
る
が
、
一
時
金
で
は
な
く
継
続
し

た
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

《
回
　
答
》

　
出
産
祝
金
に
つ
い
て
は
、
第
１
子
・

第
２
子
に
２
万
円
、
第
３
子
以
降
に
は

10
万
円
を
支
給
し
て
お
り
、
こ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
他
自
治
体
で
も
な
か

な
か
な
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

第
３
子
に
支
給
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
効
果
も
出
て
き
て
い

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
質
　
問
】

　
児
童
館
と
学
童
保
育
の
違
い
や
利
用

状
況
、
費
用
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

《
回
　
答
》

　
学
童
保
育
に
つ
い
て
は
、
両
親
が
働

い
て
お
り
家
に
帰
っ
て
も
誰
も
い
な
い

と
い
う
場
合
な
ど
に
、
放
課
後
の
居
場

所
提
供
と
し
て
児
童
を
預
か
る
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。
保
育
料
は
基
本
的
に
は

４
千
円
／
月
で
す
。
児
童
館
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
の
年
齢
制
限
等
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
費

用
も
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
事
業
等
を
行

う
場
合
に
は
教
材
費
が
か
か
る
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
す
。

　
佐
川
野
小
学
校
で
は
入
所
児
童
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
追
加
い
た
し
ま
し
た
。

新
橋
小
に
つ
い
て
は
現
在
ほ
と
ん
ど
の

児
童
が
入
所
で
き
て
い
る
状
況
で
す
が
、

今
後
も
利
用
状
況
を
見
な
が
ら
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
１
日
当
た
り
平
均
利
用
人
数

（
平
成
29
年
度
実
績
）
は
、
新
橋
児
童

館
54
人
、
あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー
78

人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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報告：平成３０年度町政地区懇談会

新
橋
区（
30
年
11
月
17
日
）

【
質
　
問
】

　
防
災
メ
ー
ル
の
登
録
を
推
進
し
て
い

る
が
、
年
配
者
は
町
の
防
災
無
線
を
頼

り
に
し
て
い
る
。
建
物
の
気
密
性
な
ど

も
あ
る
が
、
言
葉
が
は
っ
き
り
聞
こ
え

な
い
こ
と
に
不
安
を
感
じ
る
。
以
前
に

も
同
様
の
質
問
は
あ
っ
た
か
と
思
う
が
、

現
状
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

《
回
　
答
》

　
防
災
無
線
は
現
在
整
備
中
で
、
設
置

済
み
の
無
線
は
町
内
に
13
基
あ
り
ま

す
。
関
東
東
北
豪
雨
を
受
け
、
水
害
の

危
険
性
の
高
い
エ
リ
ア
で
あ
る
川
西
地

区
、
新
橋
地
区
、
友
沼
地
区
に
優
先
的

に
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
ご
指
摘
の
と

お
り
、
家
の
中
で
は
聞
こ
え
に
く
い
と

い
っ
た
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
町
と
し
て
は
、
ゆ
っ
く
り
と

女
性
の
声
で
情
報
を
流
す
な
ど
工
夫
を

し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
聞
こ
え
に

く
か
っ
た
り
、
聞
き
逃
し
て
し
ま
っ
た

際
に
は
、
町
で
防
災
無
線
と
同
様
の
内

容
を
電
話
で
確
認
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は

仮
に
町
民
全
員
が
利
用
し
て
も
対
応
可

能
で
す
の
で
、
無
線
の
内
容
の
確
認
を

し
た
い
際
に
は
、電
話
番
号「
０
１
８
０

（
99
）
２
１
２
１
」
に
お
電
話
い
た
だ
き

ま
す
と
、
直
近
の
防
災
無
線
の
内
容
を

確
認
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
情
報
の
伝
達
方
法
は
様
々
あ
り
、
決

め
手
と
な
る
よ
う
な
手
段
は
現
在
も
見

出
せ
て
い
ま
せ
ん
。
高
齢
者
の
方
も
携

帯
電
話
を
お
持
ち
の
方
も
増
え
て
き
て

お
り
、
防
災
便
り
で
あ
れ
ば
記
録
も
残

り
ま
す
の
で
、
町
で
は
防
災
無
線
と
防

災
便
り
の
両
方
の
利
用
を
勧
め
て
参
り

ま
す
。

【
質
　
問
】

　
あ
じ
さ
い
公
園
の
害
虫
駆
除
の
薬
剤

散
布
や
枝
の
剪
定
は
定
期
的
に
行
わ
れ

て
い
る
が
、
ゴ
ミ
の
清
掃
は
町
で
や
っ

て
い
る
か
。
公
園
に
は
ゴ
ミ
箱
が
な
い

た
め
、
清
掃
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が

行
っ
て
い
る
の
か
。
タ
バ
コ
の
吸
殻
や

犬
の
毛
、
道
路
か
ら
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ

な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
回
収
し

て
い
る
が
、
定
期
的
に
町
の
職
員
が
回

収
す
る
と
い
う
考
え
は
な
い
か
。

《
回
　
答
》

　
町
は
公
園
に
ゴ
ミ
箱
を
置
い
て
お
り

ま
せ
ん
。
基
本
的
に
持
っ
て
き
た
ゴ
ミ

は
持
ち
帰
り
、
各
家
庭
で
の
処
理
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。
も
し
も
捨
て
ら

れ
た
ゴ
ミ
が
あ
る
場
合
に
は
、
ト
イ
レ

の
清
掃
等
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
委
託
業

者
が
ゴ
ミ
を
見
つ
け
次
第
処
分
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
公
園
に
ゴ
ミ
が
捨
て
ら

れ
て
い
る
と
い
う
通
報
が
役
場
に
あ
り

ま
し
た
ら
職
員
が
回
収
を
行
い
ま
す
。

　
ポ
イ
捨
て
な
ど
は
通
行
者
や
公
園
利

用
者
の
モ
ラ
ル
に
な
り
ま
す
が
、
注
意

喚
起
の
看
板
の
設
置
等
を
検
討
し
て
参

り
ま
す
。

ゆ～らんど（野木町健康センター）お知らせ
★新館にてフィットネススタジオを開催いたします。トレーニングシューズをご持参下さい（毎週木～土曜日）
★馬場純子先生による‘やさしいヨガ教室’を開催しております。（毎週月曜日、１０時３０分～１１時３０分）
★無料カラオケを開催しております。（毎週月曜日～金曜日、１０時３０分～１４時００分）
★６月のお風呂　温泉…（男女露天風呂）８日（土）・９日（日）・２２日（土）・２３日(日) 　《西那須野温泉大鷹の湯》

住所：野木町南赤塚１５１４-１
電話：０２８０（５７）０７５５

指定管理者：宮ビルサービス㈱
休館日：火曜日
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町
議
会
議
員
に

　
　
　

当
選
さ
れ
た
方
々

（
上
段
右
か
ら
届
出
順
）

折原　勝夫　氏
（２期目）

小川　信子　氏
（１期目）

梅澤　秀哉　氏
（１期目）

松本　光司　氏
（２期目）

　館野　孝良　氏
（４期目）

黒川　　広　氏
（３期目）

針谷　武夫　氏
（２期目）

坂口　進治　氏
（３期目）

眞瀬　薫正　氏
（６期目）

宮﨑　美知子　氏
（８期目）

　館野　崇泰　氏
（４期目）

鈴木　孝昌　氏
（３期目）

小泉　良一　氏
（２期目）

長澤　晴男　氏
（４期目）

投票率

48.73％

投票者数

10,410人

当日有権者数

21,364人

野木町議会議員選挙（平成31年 4月 21日）

※今回当選された議員の任期は、令和元年5月1日～令和5年4月30日までです。
※詳細は、町公式ホームページをご覧ください。



（15） 記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

家
を
建
て
た
ら
連
絡
を

問
税
務
課
　
　
　
撒（
57
）４
１
２
３

　
町
で
は
、
新
築
や
増
築
し
た
家
屋

（
住
宅
・
店
舗
・
工
場
・
倉
庫
・
車
庫
・

物
置
な
ど
）を
対
象
に
、
家
屋
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
に
基
づ
き
、
固
定
資
産

税
の
も
と
に
な
る
家
屋
の
評
価
額
を

算
定
し
ま
す
。

　
家
屋
を
新
た
に
取
得
し
た
り
、
増

築
さ
れ
た
方
は
、
町
職
員
が
調
査
に

伺
い
ま
す
の
で
、
町
総
合
政
策
部
税

務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
町
で
把
握
し
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、
６
月
か
ら
順
次
調
査
の
お
願
い

を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
調
査
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
早
め
の
調
査
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
調
査
が
遅
れ
る
と
固
定
資
産
税
が

さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税
に
な
っ
た
り
、

評
価
証
明
の
発
行
が
遅
れ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
家
屋
の
一
部
や
全
部
を
取

り
壊
さ
れ
た
場
合
に
も
、
ご
連
絡
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
お
口
の
健
康
」

８
０
２
０
運
動
表
彰

問
健
康
福
祉
課
　
撒（
57
）４
１
７
１

　
小
山
歯
科
医
師
会

　
撒
０
２
８
５（
39
）７
２
９
０

　　
８
０
２
０
運
動
と
は
、
80
歳
に

な
っ
て
も
健
康
な
自
分
の
歯
を
20
本

残
そ
う
と
い
う
運
動
で
す
。
こ
の

８
０
２
０
運
動
の
普
及
啓
発
を
目
的

に
表
彰
事
業
を
行
い
ま
す
。

応
募
資
格
　

　
平
成
31（
２
０
１
９
）年
４
月
１
日

　
現
在
、
満
80
歳
以
上
で
、
自
分
の

　
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方

　（
虫
歯
の
治
療
を
し
て
あ
っ
て
も
、

　
自
分
の
歯
が
残
っ
て
い
れ
ば
該
当

　
し
ま
す
。
過
去
の
表
彰
者
は
応
募

　
で
き
ま
せ
ん
。）

診
査
方
法

　
指
定
の
歯
科
医
院
に
て
、
歯
科
検

　
診（
無
料
）を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　
６
月
１
日（
土
）〜
８
月
10
日（
土
）

　
ま
で
に
、
電
話
で
指
定
医
療
機
関

　
へ
直
接
申
込
み
く
だ
さ
い
。

指
定
医
療
機
関

　
池
松
歯
科
医
院
撒（
54
）１
１
８
１

　
上
原
歯
科
医
院
撒（
57
）３
８
６
０

　
杉
田
歯
科
医
院
撒（
57
）０
１
１
８

　
せ
き
ぐ
ち
歯
科
医
院

撒（
57
）０
０
６
５

　
中
澤
歯
科
医
院
撒（
57
）３
０
０
２

　
う
ち
う
み
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

撒（
33
）６
９
６
６

広報のぎ

町からのお知らせ ６
２０１９

〈野木町役場〉０２８０（５７）４１１１代表
〈野木町公式ホームページ〉http://www.town.nogi.lg.jp/

日 容 儡所 定対 申

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

日
曜
交
付
の
お
知
ら
せ

問
住
民
課
　
　
　
撒（
57
）４
１
２
６

　持
参
す
る
物（
必
須
）

・
カ
ー
ド
交
付
の
案
内
ハ
ガ
キ

・
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）

持
参
す
る
物
（
お
持
ち
の
方
）

・
印
鑑
登
録
証

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

日
６
月
30
日（
日
）９
時
〜
12
時

お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ

問
健
康
福
祉
課
　
撒（
57
）４
１
７
３

　「
お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ
」
と
は
認
知

症
の
方
や
そ
の
介
護
を
さ
れ
て
い
る

方
な
ど
、
誰
で
も
気
軽
に
利
用
い
た

だ
け
る
憩
い
の
場
で
す
。
日
頃
の
悩

み
や
思
い
な
ど
を
同
じ
立
場
の
人
た

ち
と
共
有
し
ま
せ
ん
か
。

日
６
月
19
日（
水
）

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

所
野
木
町
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
多
目
的
室
１

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

　
野
木
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
保
健
師

儡
無
料

今月の納期

　◇町県民税　第１期

※ 町の事業の申込受付は、特に指定のない
限り土・日曜日、祝日、年末年始を除く
８時３０分～１７時１５分（「としょかん」「こど
もひろば」「生涯学習」「スポーツ」「野木ホ
フマン館」を除く）
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２
０
１
９
年
度
・

２
０
２
０
年
度
　
　
　

母
子
保
健
推
進
員
名
簿

問
健
康
福
祉
課
　
撒（
57
）４
１
７
１

　
母
子
保
健
推
進
員
は
、
町
の
母
子

保
健
の
推
進
を
図
る
た
め
、
各
区
長

に
推
薦
さ
れ
た
女
性
31
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、
育
児
相
談
や
２

歳
児
歯
科
健
診
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

フ
ッ
素
塗
布
事
業
等
で
の
エ
プ
ロ
ン

シ
ア
タ
ー
、
生
活
習
慣
病
健
診
で
の

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
す
。

か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
教
室

〜
毎
日
の
食
事
で
　
　

か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
！
〜

参
加
者
募
集

問
健
康
福
祉
課
　
撒（
57
）４
１
７
１

日
６
月
27
日（
木
）13
時
30
分
〜
15
時

所
町
公
民
館

対 

町
在
住
者
　
儡
無
料

容
講
話
、
ミ
ニ
調
理
実
習（
試
食
２

　
品
程
度
）

持
ち
物

　
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具
、

　
お
手
ふ
き

申
６
月
３
日（
月
）〜
先
着
15
名

※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

　
電
話
ま
た
は
直
接
問
い
合
わ
せ
先

　
へ（
土
日
は
除
く
）

手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
奉

仕
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す

問
健
康
福
祉
課
　
撒（
57
）４
１
７
２

　
　
　
　
　
　
　
姉（
57
）４
１
９
３

　
聴
覚
・
言
語
機
能
・
音
声
そ
の
他
の

障
が
い
の
あ
る
方
が
社
会
生
活
に
お

け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑

に
行
え
る
よ
う
、手
話
通
訳
者
・
要
約

筆
記
奉
仕
員
の
派
遣
を
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
機
関
の
受
診
や
金
融
機
関
の

手
続
き
、
就
職
活
動
な
ど
手
話
通
訳

等
が
必
要
な
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
町
内
の
場
合
は
、
派
遣
希
望
日
の

　
３
日
前
ま
で
。
町
外
の
場
合
は
、

　
５
日
前
ま
で
に
申
請
書
を
問
い
合

　
わ
せ
先
へ
提
出

　（
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

提
出
先

　
〒
３
２
９
‐
０
１
９
５（
住
所
不
要
）

　
　
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係
　
宛

　
　

子
ど
も
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

問
健
康
福
祉
課
　
撒（
57
）４
１
７
１

申
６
月
3
日（
月
）〜
７
月
12
日（
金
）

対
町
在
住
小
学
４
・
５
・
６
年
生

応
募
方
法

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
問
い
合
わ
せ
先
へ

主
催

・
栃
木
県
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

・
栃
木
県

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

お知らせ

分　　担　　地　　区
推 進 員

氏 名

本新田・下影・角新田 　小林　春江

上羽ヶ田・中古屋・友下・友西 　平岡　みゆき

松原1・2・3 　高橋　ひとみ

松原4東・西 　大野　友紀子

新橋西1・2・3・芝山 1・2 　齋藤　泰子

新橋東1・2・3 　小倉　優子

卯ノ木1・2 　沼本　純子

大塚1・2 　佐々木　時子

ブルーミングガーデン野木 　尾上　弥生

野木1の 1・1の 2・2・
ひまわり団地・野木原

　小林　恵理子

野木3・4・5・6 　小室　淳子

野渡1・2の 1・2の 2・3・4・
6・富岡

　藤井　裕美

野渡5・狐塚 1・2・陽光台 　伊藤  訓子

矢畑・中根・御門・座又・行家 　針谷　薫

篠山1・2・中之内・北斗 　田上　秋枝

中谷全域 　鈴木　充子

丸林東上1 　川俣　真由美

丸林東上2・3 　川田　眞紀子

丸林東中1・2 　猪瀬　智子

丸林東下1 　須藤　眞知子

丸林東下2・5 　仲平　春美

分　　担　　地　　区
推 進 員

氏 名

丸林東下 3・4 　青木　梓紗

丸林西上 　真瀬　順子

丸林西中1・2 　小畑　晴美

丸林西中3・4 　永田　理加

丸林西下・プレシーン 　下坂　マチ子

潤島1・2・4 　須田　美和

潤島3 　小湊　敏子

若林全域 　岩﨑　和子

佐川野全域 　中里　美智代

川田全域 　黒須　幸子

◎母子保健推進員名簿（敬称略）
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儡
無
料

申
不
要
・
直
接
会
場
へ

※
催
し
に
参
加
で
き
な
い
小
さ
な
お

　
子
様
は
、
一
時
お
預
か
り
し
ま
す
。

※
親
子
と
も
、
動
き
や
す
い
服
装
で

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
８
回
ホ
タ
ル
祭
り

問
未
来
開
発
課
　
撒（
57
）４
２
６
０

日
６
月
８
日（
土
）・
９
日（
日
）　
　

　
15
時
〜
21
時

所
の
ぎ
水
辺
の
楽
校（
清
水
谷
）

持
ち
物
　
懐
中
電
灯

そ
の
他
　
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
模
擬
店

　
を
行
い
ま
す
。
ホ
タ
ル
育
成
協
力

　
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
　
は
く
う
ん
の
木
公
園
駐
車

　
場
他
。
当
日
は
看
板
を
目
印
に
し

　
て
く
だ
さ
い
。

※
近
く
の
方
は
自
転
車
や
徒
歩
で
ご

　
来
場
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
・
強
風
時
は
中
止

お知らせ

６
月
は
食
育
月
間
　
　

簡
単
お
や
つ
作
り

問
健
康
福
祉
課
　
撒（
57
）４
１
７
１

日
６
月
21
日（
金
）10
時
〜
12
時

所
町
公
民
館

対 

町
在
住
者

定
先
着
16
名

儡
１
人
３
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

容
米
粉
入
り
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
、
　
　

　
簡
単
黒
ご
ま
く
る
み
ゆ
べ
し
作
り

申
６
月
３
日（
月
）〜

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

　
参
加
費
を
添
え
問
い
合
わ
せ
先
へ

主
催

　
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

第
14
回
こ
ど
も
ま
つ
り 

み
ん
な
で
あ
・
そ
・
ぼ
！

問
健
康
福
祉
課
　
撒（
57
）４
１
７
２

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
企
画
に

よ
る
、
手
作
り
の
お
祭
り
で
す
。
お

子
さ
ん
を
連
れ
て
遊
び
に
き
ま
せ
ん

か
。

日
７
月
７
日（
日
）10
時
〜
12
時

所
町
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー
、２
階
全
室

対
小
学
校
低
学
年
ま
で
の
子
ど
も
と

　
保
護
者（
託
児
所
あ
り
）

容
ゲ
ー
ム
、本
の
読
み
聞
か
せ
、折
り

　
紙
、
も
の
づ
く
り
、
昔
遊
び
な
ど

渡
良
瀬
遊
水
地
釣
り
講
座

問
未
来
開
発
課
　
撒（
57
）４
２
６
０

　
渡
良
瀬
遊
水
地
で
魚
釣
り
を
体
験

し
よ
う
！
ホ
フ
マ
ン
館
の
展
示
室
で

見
ら
れ
る
魚
以
外
に
も
、
珍
し
い
魚

と
出
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
初

心
者
の
方
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
６
月
15
日（
土
）９
時
〜
12
時

所
野
木
ホ
フ
マ
ン
館（
集
合
）　
　
　

渡
良
瀬
遊
水
地

対
町
内
の
小
学
生（
保
護
者
同
伴
）

定
先
着
５
組

儡
無
料

講
師

　
舘
野
　
親
智
氏
、

　
前
澤
　
利
正
氏

申
５
月
31
日（
金
）〜
６
月
12
日（
水
）

※
電
話
ま
た
は
直
接
問
い
合
わ
せ
先
へ

そ
の
他
　

　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
と
、
長
靴
で

　
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
体

　
験
用
の
釣
り
道
具
は
こ
ち
ら
で
用

　
意
し
ま
す
。

※
天
候
等
に
よ
っ
て
は
内
容
の
変

　
更
・
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

　
す
。

の
ぎ
水
辺
の
楽
校
外
来

植
物
等
除
去
活
動
参
加

者
募
集

問
未
来
開
発
課
　
撒（
57
）４
２
６
０

　
の
ぎ
水
辺
の
楽
校
の
外
来
植
物
等

除
去
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

日
６
月
22
日（
土
）　

　
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

　
受
付
７
時
〜（
小
雨
決
行
）

所
の
ぎ
水
辺
の
楽
校（
清
水
谷
）

協
力
　
の
ぎ
水
辺
の
楽
校
応
援
倶
楽
部

駐
車
場
　
は
く
う
ん
の
木
公
園
駐
車

　
場
他
。
当
日
は
看
板
を
目
印
に
し

　
て
く
だ
さ
い
。

申
事
前
申
込
み
不
要
。

そ
の
他
　
当
日
は
、
汚
れ
て
も
よ
い

　
服
装（
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
靴
）

　
で
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
軍
手
・
ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て

　
は
、
町
で
用
意
し
ま
す
。

※
中
止
の
際
は
、
野
木
町
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
に
前
日
の
17
時
頃
ま
で
に
掲

　
載
し
ま
す
。
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栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

２
０
１
９
年
度
学
校
公
開

問
栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

　
撒
０
２
８
５（
44
）５
１
２
１

　
本
校
は
、
知
的
に
障
が
い
の
あ
る

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
が
学
ぶ
学

校
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
広
く
学

校
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
学

校
公
開
を
行
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
様
子
や
校

内
の
施
設
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

特
別
支
援
教
育
や
知
的
障
害
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

日
７
月
10
日（
水
）

　
９
時
30
分
〜
12
時

所
栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

　（
下
野
市
柴
６
‐
２
）

受
付
場
所
　
職
員
玄
関

２
０
１
９
年
度
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
の
ご
案
内
　

問
社
会
福
祉
法
人
と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会

　
事
業
部
事
業
企
画
課

　
撒
０
２
８（
６
５
０
）５
５
８
７

試
験
日

　
10
月
13
日（
日
）午
前
10
時
〜
12
時

試
験
案
内（
申
込
書
）の
配
布

　
６
月
３
日（
月
）よ
り

お知らせ

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

６
月
15
日
は
県
民
の
日
で
す

問
栃
木
県
県
民
文
化
課

　
撒
０
２
８（
６
２
３
）３
４
２
２

　
栃
木
県
で
は
、
郷
土
へ
の
理
解
と

関
心
を
深
め
る
こ
と
等
を
目
的
に
、

６
月
15
日
を
県
民
の
日
と
定
め
て
い

ま
す
。

　
６
月
15
日（
土
）に
県
本
庁
舎
等
で

記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
県
民
の

日
を
中
心
に
県
内
外
協
賛
施
設
で
無

料
開
放
や
一
部
割
引
等
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

主
な
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド
配
布
場
所

　
県
本
庁
・
合
同
庁
舎
、
市
町
窓
口

※  

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

と
ち
ま
る
健
康
ポ
イ
ン
ト

の
お
知
ら
せ

（
６
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
！
）

問
栃
木
県
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課

　
健
康
長
寿
推
進
班

　
撒
０
２
８（
６
２
３
）３
０
９
４

　
栃
木
県
で
は
、
県
民
の
健
康
づ
く

り
を
応
援
す
る
た
め
、
歩
く
と
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
も
ら
え
る
チ
ャ
ン
ス
が
毎

月
あ
る「
と
ち
ま
る
健
康
ポ
イ
ン
ト
」

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
参
加
方
法
は
、
お
持
ち
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
ア
プ
リ
を
入
れ
て
歩
く

だ
け
。
県
民
の
皆
様
の
積
極
的
な
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

対
18
歳
以
上
の
県
民
、県
内
に
通
勤
・

　
通
学
の
方

参
加
の
流
れ

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に「F

U
N
+W

A
L
K

　
ア
プ
リ
」を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

②
歩
い
て
た
め
た
ポ
イ
ン
ト
で
応
募

　
用
ク
ー
ポ
ン
を
入
手

③
ク
ー
ポ
ン
を
使
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
抽
選
に
応
募（
チ
ャ
ン
ス
は
毎
月
）

※
詳
し
く
は

　「
健
康
長
寿
と
ち
ぎ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
」

　
（http://w

w
w
.kenko-choju.tochigi.jp/

）

　
で
御
確
認
く
だ
さ
い
。

申 

６
月
11
日（
火
）〜
６
月
28
日（
金
）

※ 

詳
細
は
野
木
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

調
理
師
試
験
及
び
製
菓

衛
生
師
試
験

問
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　

　
撒
０
２
８
５（
22
）４
２
３
５

　
受
験
す
る
に
は
受
験
資
格
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

試
験
日
　

　
８
月
７
日（
水
）９
時
30
分
〜
12
時

試
験
会
場

　
宇
都
宮
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校

　（
宇
都
宮
市
睦
町
1
‐
35
）

申 

６
月
12
日（
水
）〜
６
月
14
日（
金
）

願
書
配
布
場
所

　
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
小
山
市
犬
塚
３
‐
１
‐
１
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

薬
物
依
存
症
に
関
す
る
研
修
会

問
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー  

生
活
衛
生
課
　
生
活
薬
事

　
撒
０
２
８
５（
22
）６
１
１
９

日
６
月
20
日（
木
）14
時
〜
15
時
30
分

所
栃
木
県
庁
小
山
庁
舎

  

（
小
山
市
犬
塚
３
‐
１
‐
１
）

容
薬
物
依
存
症
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

　
薬
物
依
存
症
の
基
礎
知
識
や
栃
木

　
ダ
ル
ク
に
よ
る
回
復
者
体
験
談
等

申 

問
い
合
わ
せ
先
へ



（19）

お知らせ

第
１
２
３
回
企
画
展

下
野
の
鎌
倉
街
道

ー
道
を
行
き
交
う
人
と
物
ー

問
栃
木
県
立
博
物
館
　
教
育
広
報
課

　
撒
０
２
８（
６
３
４
）１
３
１
１

　
姉
０
２
８（
６
３
４
）１
３
１
０

　
知
ら
れ
ざ
る
鎌
倉
街
道
の
実
態
を

近
年
の
発
掘
成
果
を
も
と
に
明
ら
か

に
し
、
行
き
交
わ
っ
た
人
や
物
品
、

沿
道
の
人
々
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま

す
。

日
６
月
16
日（
日
）ま
で

関
連
行
事

　
展
示
解
説

日
６
月
８
日（
土
）14
時
〜
15
時

対
全
年
齢

定
先
着
20
名

申
当
日
直
接
博
物
館
へ

栃
木
県
政
世
論
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

問
県
広
報
課

　
撒
０
２
８（
６
２
３
）２
１
５
８

日
６
月
10
日（
月
）〜
７
月
２
日（
火
）

対
県
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
か
ら

　
２
，
０
０
０
名
を
無
作
為
抽
出

実
施
方
法

　
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
先
へ

第
69
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
明
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ

in
野
木
・
小
山

問
小
山
市
福
祉
課

　
撒
０
２
８
５（
22
）９
６
１
３

　
野
木
町
健
康
福
祉
課

　
撒（
57
）４
１
７
２

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は
、

法
務
省
が
主
唱
す
る
犯
罪
や
非
行
の

な
い
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

日
７
月
13
日（
土
）12
時
〜
15
時
30
分

所
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル（
大
ホ
ー
ル
）

容
第
一
部
　
式
典

　
第
二
部
　
コ
ン
サ
ー
ト

内
容
お
よ
び
出
演
団
体

　
五
行
の
舞

　
　（
野
木
神
社
）

　
カ
ホ
ン
・
体
験
談

　
　（
栃
木
ダ
ル
ク
）

　
ハ
ン
ド
ベ
ル

　
　（
小
山
工
業
高
等
専
門
学
校
）

　
ダ
ン
ス

　
　（
だ
い
す
キ
ッ
ズ
）

　
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

　
　（
野
木
中
学
校
　
吹
奏
楽
部
）

求
職
者
と
シ
ニ
ア
の
た

め
の
巡
回
相
談
会
＆
巡

回
セ
ミ
ナ
ー
in
野
木

問
小
山
労
政
事
務
所

　
撒
０
２
８
５（
22
）４
０
３
２

　
栃
木
県
が
設
置
す
る
総
合
的
就
労

支
援
機
関
「
と
ち
ぎ
ジ
ョ
ブ
モ
ー

ル
」
及
び
と
ち
ぎ
生
涯
現
役
シ
ニ
ア

応
援
セ
ン
タ
ー
「
ぷ
ら
っ
と
」
に
よ

る
、
就
労
や
シ
ニ
ア
世
代
の
社
会
参

加
活
動
に
関
す
る
巡
回
相
談
会
・
巡

回
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
６
月
13
日（
木
）

　
巡
回
セ
ミ
ナ
ー

　
　
10
時
30
分
〜
12
時

　
巡
回
相
談
会

　
　
13
時
〜
16
時

※
セ
ミ
ナ
ー
の
み
、
相
談
の
み
の
参

　
加
も
可
能
。
事
前
予
約
が
必
要
で

　
す
。

所
役
場
新
館
２
階
第
２
会
議
室

定
巡
回
セ
ミ
ナ
ー（
テ
ー
マ
は
応
募

　
書
類
作
成
）　
　
15
人

　
巡
回
相
談
会
　
　
３
人
程
度

儡
無
料

申 
６
月
12
日（
水
）ま
で
に
問
い
合
わ

せ
先
へ（
土
日
を
除
く
）

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
先
へ

働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー

問
小
山
労
政
事
務
所

　
撒
０
２
８
５（
22
）４
０
３
２

　
姉
０
２
８
５（
22
）４
０
３
１

　
死oyam

a-roj@
pref.tochigi.lg.jp

日
７
月
17
日（
水
）13
時
30
分
〜
16
時

所
栃
木
県
小
山
庁
舎
大
会
議
室

容
基
調
講
演

　「
企
業
を
伸
ば
す
原
動
力

　
〜
働
き
方
改
革
の
意
義
〜（
仮
称
）」

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　「
働
き
方
改
革
の
取
組
と
そ
の
成
果
」

講
師

　
白
河
　
桃
子
氏

　（
少
子
化
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
作

　
家
、
内
閣
官
房
「
働
き
方
改
革
実

　
現
会
議
」　
有
識
者
議
員
）

定
先
着
１
０
０
人

儡
無
料

申
７
月
10
日（
水
）ま
で
に
氏
名
、
所

　
属
、
連
絡
先
を
明
記
し
て
電
話
、

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

　
問
い
合
わ
せ
先
へ

　
〒
３
２
３
‐
０
８
１
１
　

　
小
山
市
犬
塚
３
‐
１
‐
１
　

　
小
山
労
政
事
務
所
　
宛



（20）記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

県
南
産
業
技
術
専
門
校 

「
技
能
講
習
」の
開
催

問
栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

　
撒
０
２
８
４（
91
）０
８
０
３

申
各
講
習
開
催
日
の
10
日
前
ま
で
に

　
問
い
合
わ
せ
先
へ

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

野
木
町
わ
が
ま
ち
未
来
創
造
事
業 

東
京
下
町
歴
史
さ
ん
ぽ

―
奥
浅
草
界
隈
を
歩
く
―

問
の
ぎ
・
歴
史
を
歩
こ
う
会
　
関
根

　
撒（
57
）９
６
３
１

　
今
回
の
東
京
下
町
「
ぶ
ら
り
歴
史

さ
ん
ぽ
」
で
は
、
浅
草
の
賑
わ
い
と

は
異
な
る
、
江
戸
時
代
と
戦
後
の
歴

史
の
中
の
デ
ィ
ー
プ
な
世
界
を
じ
っ

く
り
と
歩
き
ま
す
。
や
や
健
脚
向
き

の
コ
ー
ス
で
す
。

日
６
月
13
日（
木
）８
時

　
野
木
駅
改
札
前
集
合（
小
雨
決
行
）

※
16
時
30
分
頃
野
木
駅
到
着（
予
定
）

所
待
乳
山
聖
天
、
日
本
堤
、
今
戸
神

　
社
、
玉
姫
稲
荷
神
社
な
ど

講
師
　
関
根
　
秋
雄

　（
の
ぎ
・
歴
史
を
歩
こ
う
会
代
表
）

対
町
在
住
在
勤
の
方

定
20
人

儡
千
円
（
傷
害
保
険
料
・
資
料
代
）

　
当
日
徴
収

※
昼
食
代
・
交
通
費
は
別
途
自
己
負
担

申
６
月
１
日（
土
）〜
９
日（
日
）

　
き
ら
り
館
撒（
23
）１
２
３
１
へ

そ
の
他

　
詳
細
に
つ
い
て
は
き
ら
り
館
に
備

　
付
け
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

栃
木
県
育
英
会
奨
学
生
募
集

問（
公
財
）栃
木
県
育
英
会
事
務
局

　
撒
０
２
８（
６
２
３
）３
４
５
９

　
公
益
財
団
法
人
栃
木
県
育
英
会
で

は
、平
成
31
年
４
月
に
高
等
学
校（
中

等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
及
び
特
別

支
援
学
校
の
高
等
部
を
含
む
。）
又

は
修
業
年
限
２
年
以
上
の
専
修
学
校

高
等
課
程
に
在
学
し
て
い
る
人
を
対

象
に
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
６
月
20
日（
木
）ま
で

貸
与
月
額

　
国
公
立
　
１
万
８
千
円

　
私
　
立
　
３
万
円

願
書
等
配
布
先

　
県
内
高
等
学
校
、
市
町
教
育
委
員

　
会
、
県
教
育
事
務
所
、
県
民
プ
ラ

　
ザ
、
県
民
相
談
室
等

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
、
ま
た

　
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

　
い
。

　http//w
w
w
.tochiiku.sakura.ne.jp

第
31
回
手
話
通
訳
技
能

認
定
試
験
案
内

問
社
会
福
祉
法
人
　
聴
覚
障
害
者
情
報

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
公
益
支
援
部
門
　

　
撒
０
３（
６
８
３
３
）５
０
０
３

　http://w
w
w
.jyoubun-center.or.jp/

　
東
京
都
目
黒
区
五
本
木
１
‐
８
‐
３

　
厚
生
労
働
大
臣
公
認
「
手
話
通
訳

技
能
認
定
試
験
（
手
話
通
訳
士
試

験
）」
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

試
験
日

　（
学
科
試
験
）10
月
５
日（
土
）

　（
実
技
試
験
）10
月
６
日（
日
）

試
験
会
場

　
東
京
・
大
阪
・
熊
本

申 

６
月
15
日（
土
）ま
で

※
当
日
消
印
有
効
、
簡
易
書
留
郵
便

　
の
み
受
付

受
験
手
数
料

　
２
万
１
６
０
０
円

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
先
へ

お知らせ

　

講座名 定員（先着） 実施期間 受講料

 ガス溶接技能講習① ２０人
６月27日(木)～28日(金)
　９：００～１７：００

４，９５０円

 技能検定準備講習
 旋盤１級、旋盤２級

各5人 ７月２日(火)～４日(木)
　９：００～１６：００

各４，９５０円

 技能検定準備講習
 フライス盤１級、
 フライス盤２級

各4人 ７月２日(火)～４日(木)
　９：００～１６：００

各４，９５０円

 第２種電気工事士技能
 試験準備講習 ２０人

７月２日(火)～４日(木)
　９：００～１６：００

４，９５０円
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

問
（
公
社
）野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
撒（
56
）２
１
３
７

　
当
セ
ン
タ
ー
会
員
は
平
均
年
齢
70

歳
を
超
え
て
お
り
、
80
代
の
方
も
数

多
く
お
仕
事
を
さ
れ
活
躍
中
で
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
健
康
だ
か
ら

働
い
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

働
い
て
い
る
か
ら
健
康
で
輝
い
て
い

ら
れ
る
の
で
す
。

　
働
い
て
輝
い
て
健
康
に
、
そ
ん
な

私
た
ち
の
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
！

　
屋
内
清
掃
希
望
の
方
、
大
歓
迎
で

す
。
女
性
会
員
の
入
会
も
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
！

◎
入
会
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

日
６
月
13
日（
木
）14
時
〜
15
時
30
分

所
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
野
木
町
友
沼
５
８
４
０
‐
１

　（
ホ
ー
プ
館
南
側
）

対
60
歳
以
上
で
町
在
住
の
方

※
要
予
約
、筆
記
用
具
持
参 

◆
今
月
の
刃
物
研
ぎ
開
催
日

日
６
月
21
日（
金
）10
時
〜
15
時

所
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

儡
３
０
０
円
〜

◆「
ス
マ
ホ
の
楽
校
」

　「
パ
ソ
コ
ン
の
楽
校
」開
催
日

　「
ス
マ
ホ
の
楽
校
」

日
６
月
12
日（
水
）・
26
日（
水
）

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

所
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

儡
５
０
０
円

　「
パ
ソ
コ
ン
の
楽
校
」

日
６
月
5
日（
水
）10
時
〜
12
時

所
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

儡
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ（
伊
東
）

　
撒
０
８
０（
３
２
４
９
）１
９
６
５

◆
蕎
麦
打
ち
講
師
派
遣
事
業

　
ご
連
絡
頂
き
ま
し
た
ら
、
講
師
が

皆
様
の
と
こ
ろ
へ
お
伺
い
し
ま
す
。

所
お
客
様
指
定
の
場
所

儡
１
人
５
０
０
円

※
材
料
費
、
そ
の
他
費
用
は
ご
負
担

　
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ（
伊
東
）

　
撒
０
８
０（
３
２
４
９
）１
９
６
５

○ 

講
座
・

教
室
の
申
込
受
付
は
、月

曜
日
・
祝
日
を
除
く
８
時
30
分
〜

17
時

野
木
歴
史
文
化
伝
承
会
と
の
協
働
講
座
　

郷
土
館
親
子
体
験
ツ
ア
ー

問
町
公
民
館
　
撒（
57
）４
１
７
７

　
野
木
郷
土
館
を
親
子
で
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

日
６
月
15
日（
土
）

　
１
回
目
：
９
時
〜
10
時
30
分

　
２
回
目
：
10
時
30
分
〜
12
時

講
師

　
野
木
歴
史
文
化
伝
承
会
会
員

所
町
郷
土
館

対
町
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
各
回
５
組（
先
着
順
）

儡
無
料

申
６
月
４
日（
火
）〜
12
日（
水
）

※
月
曜
日
を
除
く

　
町
公
民
館
へ
来
館
ま
た
は
電
話
に

　
て
申
し
込
み

お知らせ・生涯学習

生
涯
学
習



（22）記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

○ 

講
座
・
教
室
の
申
込
受
付
は
、
月

曜
日
・
祝
日
を
除
く
８
時
30
分
〜

17
時

○ 

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

受
付
は
月
曜
日
、
土
日
祝
日
を
除

く
９
時
〜
17
時

第
43
回
野
木
町
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

問
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
　
伴
　
光
夫

　
撒（
56
）０
０
１
５

　
撒
０
９
０（
４
６
３
９
）１
１
４
７

日
６
月
６
日（
木
）８
時
受
付

※
雨
天
時
は
７
日（
金
）に
順
延

所
あ
じ
さ
い
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
会
員
及

　
び
町
在
住
在
勤
者

儡
一
般
参
加
者
５
０
０
円

 

　（
会
員
を
除
く
）

申
6
月
4
日（
火
）ま
で
に
問
合
せ
先
へ

第
47
回
野
木
町
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

問
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
　
篠
山
　
明

　
撒
０
９
０（
２
４
４
０
）４
２
７
９

日
６
月
９
日（
日
）受
付
９
時
〜

　
予
備
日
　
６
月
16
日（
日
）

所
町
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
目

　
一
般
男
女
、
小
学
生
高
学
年
、　

　
小
学
生
低
学
年
Ａ
・
Ｂ

参
加
資
格

　
町
在
住
在
勤
者
、
小
学
生
、

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
登
録
者

儡
無
料

申
６
月
４
日（
火
）〜
７
日（
金
）

　
問
い
合
わ
せ
先
へ

弓
道
教
室

問
町
弓
道
連
盟
　
栗
田
　
秀
美
　

　
撒
０
８
０（
１
１
６
０
）１
１
６
７

日
６
月
15
日（
土
）〜
８
月
10
日（
土
）

　
ま
で
の
７
月
20
日（
土
）を
除
く
各

　
土
曜
日

容
全
８
回
　
10
時
か
ら
２
時
間
程
度

所
町
弓
道
場

対
中
学
生
以
上（
初
心
者
歓
迎
）

儡
無
料（
弓
具
は
用
意
し
ま
す
）

申
６
月
9
日（
日
）ま
で
に
問
合
せ
先
へ

の
ぎ
ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
９
実
施
団
体

募
集

問
生
涯
学
習
課
　
撒（
57
）４
１
８
７

　
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
約
３
か

月
に
わ
た
り
行
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、「
の
ぎ
ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
９
」
実
施
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

申
６
月
７
日（
金
）ま
で
に
問
い
合
わ

　
せ
先
へ

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ
事
業 

第
６
回
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ウ
ン

ド
テ
ニ
ス
初
心
者
教
室

問
元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ

　
撒（
57
）４
１
８
７

日
６
月
15
日･

22
日･

29
日
、

　
７
月
６
日･

13
日

　
各
土
曜
日
（
全
５
回
）

　
17
時
15
分
〜
19
時
15
分

所
町
体
育
セ
ン
タ
ー

対
小
学
校
１
年
生
以
上
中
学
生
ま
で

定
20
人

儡
毎
回
ご
と
に
１
人
２
０
０
円

　（
保
険
代
含
む
）　
※
当
日
集
金

講
師

　
日
本
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会
公
認

　
上
級
指
導
員
　
他

持
ち
物

　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
体
育
館

　
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

　
ラ
ケ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル（
貸
出
あ
り
）

申
６
月
５
日（
水
）〜
12
日（
水
）

　
問
い
合
わ
せ
先
へ

スポーツ

ス
ポ
ー
ツ
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○ 

講
座
・
教
室
の
申
込
受
付
は
、月
曜

を
除
く
９
時
〜
17
時

　夏
季「
陶
芸
講
座
」

問
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
撒（
33
）６
６
６
７

　
昨
年
に
続
き
今
年
も
年
２
回
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
親
子
は
も
ち
ろ
ん
、

ど
な
た
で
も
、
何
人
で
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

日
７
月
13
日（
土
）・
14
日（
日
）、

　
８
月
11
日（
日
）

　
９
時
30
分
〜
12
時（
全
３
日
間
）

所
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
体
験
学
習
施
設

容
７
月
の
２
日
間

　
手
ひ
ね
り
、
ひ
も
つ
く
り
に
よ
り

　
カ
ッ
プ
、
湯
呑
等
を
制
作
し
ま
す
。

　
８
月
11
日

　
素
焼
さ
れ
た
自
分
の
作
品
に
釉
を

　
か
け
ま
す
。

対
一
般

※
小
学
３
年
生
以
上
で
小
学
生
は
親

　
子
参
加
に
限
る

※
７
月
の
２
日
間
は
必
ず
出
ら
れ
る
方

定
15
人

儡
１
人
５
０
０
円

※
作
品
２
個
ま
で
の
焼
成
込

講
師

　
谷
口
直
之（
野
木
町
文
化
振
興
指

  

導
員
）、
小
湊
敏
子
氏

申
６
月
18
日（
火
）〜
７
月
２
日（
火
）

　
参
加
費
を
添
え
て
ホ
フ
マ
ン
館
へ

そ
の
他

・
当
日
は
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
ご

　
参
加
く
だ
さ
い
。

・
爪
の
の
び
過
ぎ
は
作
業
し
に
く
い

　
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

野
木
町
煉
瓦
窯
を
愛
す
る
会
協
働
講
座

野
木
町
煉
瓦
窯
に
親
し

む
講
座

問
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
撒（
33
）６
６
６
７

　
国
指
定
重
要
文
化
財「
野
木
町
煉

瓦
窯
」
の
歴
史
的
背
景
、
日
本
の
近

代
化
に
果
た
し
た
役
割
な
ど
に
つ
い

て
、
講
義
や
実
施
研
修
を
通
し
て
、

歴
史
遺
産
観
光
資
産
と
し
て
の
重
要

性
と
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
学
び
、
内

外
に
発
信
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る

こ
と
を
目
的
に
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

所
野
木
ホ
フ
マ
ン
館

対
町
内
、
町
外
問
わ
ず
野
木
町
煉
瓦

　
窯
に
興
味
の
あ
る
方

定
20
人
　

儡
無
料

申
６
月
11
日（
火
）〜
25
日（
火
）

　
電
話
ま
た
は
直
接
ホ
フ
マ
ン
館
へ

煉
瓦
窯
夏
フ
ェ
ス
タ
　 

模
擬
店
募
集

問
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
撒（
33
）６
６
６
７

日
７
月
28
日（
日
）
10
時
〜
15
時

所
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
敷
地
内

　（
メ
タ
セ
コ
イ
ア
並
木
道
内
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
調
整
さ

　
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
６
月
18
日（
火
）〜
30
日（
日
）

※
所
定
の
申
込
書
等
に
必
要
事
項
を

　
記
入
の
上
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
提

　
出
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

　
は
広
報
７
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た

　
し
ま
す
。

ハ
ン
ギ
ン
グ
タ
ブ
ロ
ー

づ
く
り
体
験
講
座

問
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
撒（
33
）６
６
６
７

　
姉
０
２
８
０（
33
）６
６
６
８

　
多
肉
植
物
を
活
用
し
た
表
札
づ
く

り
を
楽
し
も
う
！

日
６
月
30
日(

日)

９
時
30
分
〜
12
時

※
雨
天
決
行

所
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
煉
瓦
窯
前

　
作
業
台
周
辺

対
町
在
住
在
勤
者
お
よ
び
近
隣
者

定
先
着
10
人
程
度

儡
５
０
０
円（
材
料
費
）

※
当
日
集
金
し
ま
す

講
師
　

　
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
　

　
文
化
振
興
指
導
員

申
６
月
11
日（
火
）〜
16
日（
日
）

　
問
い
合
わ
せ
先
へ（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

そ
の
他

　
当
日
は
作
業
し
や
す
い
服
装
で
お

　
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
手
が
汚

　
れ
や
す
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

野木ホフマン館

野
木
ホ
フ
マ
ン
館

回 期　日 内　容 講　師

１
６月２９日（土）

１４時～１６時

開講式

焼き物の歴史

明治

～煉瓦窯が作られた時代～

野木町文化財保護審議会

委員　岩上　照朗

２
７月６日（土）

１４時～１６時
旧下野煉化製造会社の歴史

野木町煉瓦窯を愛する会

副会長　安部　恒夫

３
７月１３日（土）

１４時～１６時

野木町煉瓦窯について

閉講式

野木町煉瓦窯を愛する会

会　長　小村　敏雄

ガイド　須藤　和一
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ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業 

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
で

あ
そ
ぼ
う
外

☆
ひ
よ
こ
の
会

日
７
月
７
日（
日
）11
時
〜
11
時
30
分

容
♪
わ
ら
べ
う
た

　
♪
絵
本
あ
そ
び

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

対
０
歳
〜
２
歳

問
町
立
図
書
館
　
撒（
57
）２
８
１
１

○ 

開
館
時
間
は
、９
時
30
分
〜
18
時

　
貸
出
カ
ー
ド
は
３
年
毎
に
更
新
が

必
要
で
す
。
更
新
の
際
は
身
分
証
明

書
の
呈
示
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
更
新
時
期
に
な
り
ま
し
た
ら
、
カ

ウ
ン
タ
ー
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
カ
ー
ド
は
そ
の
ま
ま
使
用
し

ま
す
。）

お
は
な
し
会

☆
グ
レ
ー
ス
森

日
６
月
７
日（
金
）11
時
〜
11
時
30
分

容
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

　
♪
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

対
幼
児

☆
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま（
図
書
館
職
員
）

日
６
月
８
日（
土
）11
時
〜
11
時
30
分

容
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

　
♪
工
作
等

対
幼
児
〜
小
学
生

☆
ピ
ノ
キ
オ

日
①
６
月
11
日（
火
）・
18
日（
火
）・

　
　
25
日（
火
）

　
　
11
時
〜
11
時
20
分

　
②
６
月
15
日（
土
）

　
　
11
時
〜
11
時
30
分

容
①
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

　
　
♪
紙
芝
居

　
　
♪
手
あ
そ
び

　
②
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

　
　
♪
紙
芝
居

　
　
♪
工
作

対
①
幼
児
　
②
４
歳
位
〜
小
学
生

※
会
場
は
１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー  

  
で
す
。

※
対
象
は
目
安
で
す
の
で
、
お
気
軽

　
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

音
楽
サ
ロ
ン 

〜
オ
カ
リ
ナ
の
音
色
と
真
空
管
ア
ン

　
プ
の
響
き
を
楽
し
も
う
〜

問
小
湊

　
撒
０
８
０（
２
２
６
５
）４
８
６
４

第
一
部
　
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏

　
大
塩
宗
里
さ
ん

　
須
田
正
吉
さ
ん

　
須
田
美
和
さ
ん（
リ
コ
ー
ダ
ー
）

第
二
部
　
リ
ク
エ
ス
ト
曲
の
演
奏

　
真
空
管
ア
ン
プ
の
透
明
な
、
奥
深

い
響
き
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
お
気
に
入
り
の
Ｃ
Ｄ
、
レ
コ
ー
ド
、

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
、
音
楽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
６
月
23
日（
日
）13
時
30
分
〜
16
時

　（
出
入
自
由
で
す
。）

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

儡
無
料
　

申
不
要

共
催

　
読
書
の
ま
ち
づ
く
り
応
援
団

　
ひ
ま
わ
り
真
空
管
ク
ラ
ブ

と
し
ょ
か
ん

人
権
標
語

　
　

他
愛
な
い　

日
々
の
会
話
の
中
ひ
と
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
し
き
仲
に
も
礼
儀
あ
り

野
木
第
二
中
学
校
　
佐さ

と

う藤
　
叶き

ょ
う
こ子

（
２
０
１
９
年
度
人
権
啓
発
カ
レ
ン
ダ
ー
掲
載
作
品
審
査
会
で
の
優
秀
作
品
か
ら
選
出
し
た
も
の
で
す
）

としょかん
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図
書
館
シ
ネ
マ

作
品
名

　「
Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
25
年
目
の
た
だ
い
ま
」

　
小
さ
な
こ
ろ
に
イ
ン
ド
で
迷
子
に

な
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
育
っ
た

青
年
がG

o
o
g
le

　E
arth

を
頼
り

に
自
分
の
家
を
捜
す
姿
を
追
う
。

日
６
月
29
日（
土
）14
時
〜
16
時
頃

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
15
周
年
記
念
事
業 

親
子
読
書
講
演
会
の
ご
案
内

　「
絵
本
が
結
ぶ
家
族
の
絆
」

〜
こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に

　
　
　
　
　
　
大
切
な
絵
本
の
話
〜

　
絵
本
を
介
し
て
親
子
で
心
ふ
れ
あ

う
ひ
と
と
き
の
大
切
さ
や
、
絵
本
の

選
び
方
・
読
み
き
か
せ
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

日
７
月
14
日（
日
）13
時
30
分
〜
15
時
30
分

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

講
師

　
渡
辺
順
子
先
生

　（
す
ず
ら
ん
文
庫
主
宰
）

容
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
15
周
年
記
念

　「
親
子
読
書
講
演
会
」

対
ど
な
た
で
も

定
80
名

移
動
図
書
館
巡
回
日
程

新
橋
小
　

　
６
月
４
日（
火
）

　
13
時
５
分
〜
13
時
50
分

南
赤
塚
小

　
６
月
５
日（
水
）

　
13
時
〜
13
時
40
分

佐
川
野
小

　
６
月
11
日（
火
）

　
12
時
50
分
〜
13
時
20
分

野
木
小

　
６
月
13
日（
木
）

　
６
月
27
日（
木
）

　
13
時
５
分
〜
13
時
45
分

友
沼
小

　
６
月
26
日（
水
）

　
12
時
40
分
〜
13
時
30
分

※
新
着
図
書
案
内
は
、
図
書
館
内
に

　
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
資
料
検

　
索
↓
新
着
資
料
検
索
）
で
も
確
認

　
で
き
ま
す
。

本
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
、読

書
ノ
ー
ト
に
記
入
し
よ
う
！

・
読
書
ノ
ー
ト
は
、
町
図
書
館
や
町

　
内
小
中
学
校
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
読
書
ノ
ー
ト
に
は
、
本
を
読
ん
だ

　
記
録
を
50
冊
分
記
入
で
き
ま
す
。

・
本
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
、
読
書
ノ

　
ー
ト
に
記
入
し
ま
し
ょ
う
！

・
ノ
ー
ト
の
終
了
冊
数
に
応
じ
た
プ

　
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

一
冊
目
終
了
…
の
ぎ
の
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル

　
　
　
　
　
し
お
り

二
冊
目
以
降
…
の
ぎ
の
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル

　
　
　
　
　
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

【
読
書
ノ
ー
ト
が
終
了
し
た
ら
】

①
図
書
館
か
、
通
っ
て
い
る
学
校
に

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
は
何
も
書
か

　
な
い
で
く
だ
さ
い
。）

②
最
終
ペ
ー
ジ
に
、
図
書
館
で
終
了

　
証
を
記
録
し
ま
す
。

③
ノ
ー
ト
返
却
と
一
緒
に
、
プ
レ
ゼ

　
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

お
詫
び

　
広
報
の
ぎ
５
月
号
の
16
ペ
ー
ジ

「
平
成
31
年
度
　
区
長
・
自
治
会
長

名
簿
」
記
事
中
の
自
治
会
長
名
簿
に

つ
い
て
、

松
原
１
　
　
　
山
中
　
保
男
　
様

新
橋
東
３
　
　
本
多
　
修
　
様

丸
林
東
上
１
　
岡
村
　
茂
一
郎
　
様

佐
川
野
西
　
　
岩
﨑
　
三
郎
　
様

佐
川
野
下
の
１
　
岩
﨑
　
龍
二
　
様

の
お
名
前
が
誤
っ
て
お
り
ま
し
た
。

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

としょかん

「
い
つ
も
の
む

　
　
い
つ
も
の
水
に

　
　
　
　
　
日
々
感
謝
」

６
月
１
日（
土
）〜
７
日（
金
）

水 

道 

週 

間

　
水
道
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
週
間
で
す
。
今
後

の
水
道
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
上
下
水
道
課
撒（
57
）４
１
９
４
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新
橋
児
童
館問

撒（
57
）９
１
５
５

６
月
の
休
館
日
　
５
日（
水
）

興
乳
児
ぴ
よ
ぴ
よ
組

日
６
月
４
日（
火
）

　
　
マ
マ
カ
フ
ェ

　
６
月
11
日（
火
）

　
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
６
月
18
日（
火
）

　
　
七
夕
制
作

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
乳
児（
０
歳
）と
保
護
者

定
各
20
組
程
度

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

持
ち
物（
11
日
）

　
バ
ス
タ
オ
ル
・
飲
み
物

興
幼
児
う
さ
ぎ
組

日
６
月
６
日（
木
）

　
　
レ
ッ
ツ
リ
ト
ミ
ッ
ク

　
６
月
12
日（
水
）

　
　
ヨ
コ
ミ
ネ
式
体
操

　
６
月
19
日（
水
）

　
　
七
夕
制
作

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
幼
児（
１
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
各
20
組
程
度

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
わ
ら
べ
う
た

　
親
子
で
わ
ら
べ
う
た
に
親
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
６
月
10
日（
月
）

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
乳
幼
児（
０
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興E
njoy E

ng
lish

　「
小
さ
な
ク
モ
さ
ん
」

日
６
月
20
日（
木
）

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
幼
児（
１
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
か
ら
だ
動
か
そ
！

　「
ミ
ニ
ミ
ニ
フ
ッ
ト
サ
ル
」

日
６
月
23
日（
日
）

　
14
時
〜
15
時

対
小
学
生

定
20
名
程
度

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
お
お
き
く
な
っ
た
ね
（
身
体
測
定
）

日
６
月
24
日（
月
）

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
乳
幼
児（
０
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興E
ng
lish C

lub

　「
園
児
の
た
め
の
英
語
」

日
６
月
27
日（
木
）

　
15
時
30
分
〜
16
時
30
分

対
幼
児（
３
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
お
は
な
し
ラ
ン
ド

　「
雨
の
日
は
…
」

日
６
月
28
日（
金
）

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
乳
幼
児（
０
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
季
節
の
お
部
屋
飾
り
づ
く
り

　「
七
夕
飾
り
」

日
６
月
29
日（
土
）

　
14
時
〜
16
時

対
小
学
生

定
20
名
程
度

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
９
の
付
く
日
は
卓
球
の
日
！
（
終
日
）

日
６
月
９
日（
日
）・
19
日（
水
）・

　
29
日（
土
）

対
全
利
用
者（
乳
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

※
新
橋
児
童
館
で
は
イ
ベ
ン
ト
実
施

　
の
間
、
参
加
者
以
外
の
方
も
施
設

　
内
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
要
予
約
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
き
ま
し

　
て
は
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
と
な

　
り
ま
す
。
詳
し
く
は
児
童
館
ま
で

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

こどもひろば

こ
ど
も
ひ
ろ
ば

日 容 儡所 定対 申
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あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
問
撒（
54
）１
４
４
０

６
月
の
休
館
日
　
５
日（
水
）

　
児
童
セ
ン
タ
ー
は
０
歳
〜
18
歳
ま

で
の
方
及
び
そ
の
保
護
者
の
方
々
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
で
す
。

興
１
２
０
％
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
テ
ィ
ー
・
テ
ィ
ー･

バ
ラ
ン
ス
で

自
分
の
記
録
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
☆

日
６
月
12
日（
水
）

　
下
校
後
〜
16
時
30
分

対
小
学
生

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
楽
し
い
手
芸
教
室

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
『
ス
ケ
ル
ト
ン

小
物
入
れ
』
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
６
月
21
日（
金
）〜
23
日（
日
）

　
①
14
時
30
分
〜
15
時

　
②
15
時
〜
15
時
30
分

　
③
15
時
30
分
〜
16
時

　
④
16
時
〜
16
時
30
分

対
小
学
生

定
各
時
間
と
も
先
着
７
名

儡
無
料

申
６
月
４
日（
火
）〜
20
日（
木
）

　
ま
で
受
付（
電
話
可
）

※
休
館
日
を
除
く

興
げ
ん
キ
ッ
ズ

　
元
気
に
体
操
や
体
遊
び
で
思
い
っ

き
り
遊
ぶ
１
時
間
で
す
。

　
６
月
の
テ
ー
マ
は
《
新
聞
紙
で
　

あ
ば
れ
る
君
》
で
す
。

日
６
月
22
日（
土
）

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
今
年
度
４
歳
以
上
に
な
る
幼
児
と

　
保
護
者

儡
無
料

持
ち
物
　
飲
み
物

申
６
月
４
日（
火
）〜
21
日（
金
）ま
で

　
受
付（
電
話
可
）

※
休
館
日
を
除
く

興
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
同
じ
月
齢
の
お
友
達
や
マ
マ
た
ち

と
一
緒
に
楽
し
く
ゆ
っ
た
り
行
う
、

オ
イ
ル
を
使
用
し
な
い
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
で
す
。

日
６
月
24
日（
月
）

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
12
か
月
ま
で
の
乳
児
と
保
護
者

定
先
着
20
組
程
度
　
儡
無
料

持
ち
物
　
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
　
１
枚

　
　
　
　
バ
ス
タ
オ
ル
　
　
　
１
枚

申
６
月
６
日（
木
）〜
23
日（
日
）

　
ま
で
受
付（
電
話
可
）

※
休
館
日
を
除
く

興
将
棋
道
場

　
地
域
の
方
や
先
生
た
ち
と
将
棋
を

マ
ス
タ
ー
し
ま
し
ょ
う
☆

日
６
月
26
日（
水
）

　
15
時
30
分
〜
16
時
30
分

対
小
学
生
以
上
・
地
域
の
方

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
た
な
ば
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
皆
の
願
い
を
短
冊
に
こ
め
よ
う
。

日
７
月
１
日（
月
）〜
７
日（
日
）

　
開
館
時
間
中

対
全
利
用
者
　

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
ふ
れ
あ
い
七
夕
会

　
地
域
の
方
と
一
緒
に
、
年
に
一
度

の
七
夕
を
ゲ
ー
ム
や
お
茶
タ
イ
ム
で

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
７
月
６
日（
土
）

　
10
時
30
分
〜
12
時

対
小
学
生

定
10
名
程
度

儡
無
料

持
ち
物
　
飲
み
物

申
６
月
17
日（
月
）〜
７
月
5
日（
金
）

　
ま
で
受
付（
電
話
可
）

※
休
館
日
を
除
く

お
知
ら
せ

　
こ
の
他
に
も
、
年
齢
に
合
わ
せ
た

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
詳

細
は
野
木
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
又
は

お
た
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
橋
児
童
館
・

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

合
同
イ
ベ
ン
ト

興
で
か
け
隊
！

　
お
友
達
と
一
緒
に
電
車
に
乗
っ
て

遊
び
に
行
っ
て
み
よ
う
。

日
６
月
26
日（
水
）

　
９
時
15
分
　
野
木
駅
集
合

　
12
時
30
分
　
野
木
駅
解
散
予
定

対
６
か
月
以
上
の
乳
幼
児
と
保
護
者

定
先
着
20
組
程
度

儡
１
人
　
１
０
０
円

※
電
車
代
別
途

申
６
月
１
日（
土
）〜
21
日（
金
）

　
ま
で
受
付

※
休
館
日
を
除
く

※
電
話
申
込
み
不
可

そ
の
他

　
新
橋
児
童
館
・
あ
か
つ
か
児
童
セ

ン
タ
ー
の
ど
ち
ら
か
で
申
込
み
く
だ

さ
い
。

今
月
の
子
育
て
サ
ロ
ン
遊
び
の
特
別

メ
ニ
ュ
ー
は
・・・

《
プ
レ
イ
マ
ッ
ト
遊
び
》
で
す
。

日
６
月
24
日（
月
）10
時
〜
12
時

※
こ
の
他
に
も
、
年
齢
に
合
わ
せ
た

　
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
野
木
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
又
は
、
お
た
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ

　
い
。

こどもひろば
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町内の交通事故

4
月
累
計

件数 3

死者 1

傷者 3

31
年
累
計（
前
年
比
）

件数
（増減）

14
（-2）

死者
（増減）

2
（2）

傷者
（増減）

13
（-12）

町内の犯罪発生件数

4
月
累
計

空き巣 2

自動車盗 0

車上ねらい 1

自転車盗 1

31
年
累
計（
前
年
比
）

空き巣
（増減）

2
（-8）

自動車盗
（増減）

0
（-3）

車上ねらい
（増減）

3
（-8）

自転車盗
（増減）

4
（1）

町内の救急出動

4
月
累
計

出場
件数 74

搬送
人員 69

元
年
度
累
計（
前
年
度
比
）

出場
件数
（増減）

74
（-17）

搬送
人員
（増減）

69
（-18）

野木町煉瓦窯を未来に残すために、
寄附金・募金を受け付けています

問野木ホフマン館撒（３３）６６６７

関東どまんなかサミット情報

古河市（茨城県）

日展作家の絵画展

　日展会館の所蔵する日展作家

のうち、日本画・洋画の絵画作
品を中心に紹介します。日本の
画壇を代表する大家から第一線
で活躍する作家まで、日展作家
の多彩な作品との出会いをお楽
しみください。

期　間　6月8日（土）から
　　　　7月23日（火）
時　間　９時～17時
　　　　※入館は16時30分まで
休館日　６月28日（金）
場　所　古河街角美術館
　　　　（古河市中央町2-6-60）
問　　　古河街角美術館
　　　　撒 0280（22）5911

栃木市（栃木県）
とちぎ蔵の街美術館特別企画展

「田村セツコのHAPPYがいっぱい！」
　1950年代に少女雑誌会にデビューし「りぼん」や「な
かよし」などのおしゃれページで活躍してきたイラス

トレーター田村セツコの幅広い活動をご紹介します。

◆会　　期◆　8 月 4日（日）まで
　　　　　　　月曜休館（祝日の場合翌火曜休館）

◆開館時間◆　9 時～ 17時
　　　　　　（入館16時30分まで）
◆問合先◆　とちぎ蔵の街美術館

　　　　　　（栃木市万町）

　　　　　　Tel 0282（20）8228

https://www.city.tochigi.lg.jp/site/museum/15462.html

加須市（埼玉県）

加須市合併10周年記念
加須市　騎西あじさい祭り

　あじさい祭りは、玉敷公園、騎西総合公園、キャッスルき
さいを結ぶ「ふじとあじさいの道」で開催します。約１万株
以上の色とりどりのあじさいをぜひご鑑賞ください。また、
期間中の６月９日（日）には、さまざまなイベントが行われ

ます。

期　間　６月１日（土）～30日（日）
と　き　６月９日（日）９時30分～15時　※雨天決行
ところ　玉敷公園・ふじとあじさいの道
内　容　人力車の搭乗体験、
　　　　ふじとあじさいの道スタンプラリー　など
問合せ　加須市物産観光協会騎西支部事務局
（騎西総合支所地域振興課　0480（73）1111内線123）

板倉町（群馬県）

春の揚舟　谷田川めぐり

　船頭が一本の竹ざおを使い、木

舟の揚舟を鮮やかに操船しながら

谷田川をゆっくりと周遊します。

舟の上から、水場いたくらの心休

まる景色をお楽しみください。

運航期間　６月 30日までの土・日・
　　　　　祝日
運航場所　群馬の水郷
乗船料金　１人千円
　　　　　（小学生以下は無料）
出航時間　１０時、１１時、１２時、１３時、
　　　　　１４時、１５時、１６時の
　　　　　１日７便
乗船時間　約１時間
問　　　　板倉町産業振興課　
　　　　　撒 0276（82）1111

小山市（栃木県）
桑・蚕・繭・真綿かけ・
糸つむぎのさとオープン！

　5月 22 日に「桑・蚕・繭・真綿かけ・糸つむ
ぎのさと」がオープンしました！

　この施設では、小山市が誇る伝統産業である「本

場結城紬」の原材料となる桑から蚕・繭、紬織物

になるまでの過程が分かるパネルや、養蚕に使用

した道具などを展示したスペースと、「真綿かけ

室」「糸つむぎ室」等を設け、年々減少している「本

場結城紬」の原材料製作における新たな担い手を

養成し、将来的に小山市の良質な桑から本場結城

紬までを一貫生産する体制を目指します。

場　　所　小山市立絹出張所敷地内

　　　　　（小山市大字福良 1118番地１）
開館時間　月～金曜日　9:00 ～ 17:00
問　　　　小山市役所　工業振興課

　　　　　撒 0285（22）9397

不審者情報、事故発生場所ホームページ

　→ http://www.machi-info.jp/machikado/police_pref_
　　　　　　　　　　　　tochigi/app/app_accident.html

【ご協力いただいた寄附金・募金（4月末現在）】
　寄附金　　　　　　　　9,863,372 円
　（内ふるさと納税　　　 4,067,000 円）
　募　金　　　　　　　　1,319,131 円
　今までの累計　　　　 11,182,503 円

　野木町煉瓦窯累計見学者数　　　６０,３７８人
　野木ホフマン館累計来館者数　 １８８,６２０人

野木町煉瓦窯・ホフマン館の状況（4月末現在）
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　家庭での食中毒予防は、食品を購入してから、調理して、食べるまでの過程で、どのように、

細菌を「つけない」「増やさない」「やっつける」を実践していくかにあります。6つのポイントで
具体的な方法を紹介します。

（１） 買い物
　・消費期限を確認する　

　・肉や魚などの生鮮食品や冷凍食品は最後に買う　

　・肉や魚などは汁が他の食品に付かないように分けてビニール袋に入れる　

　・寄り道をしないで、すぐに帰る

（２） 家庭での保存
　・冷蔵や冷凍の必要な食品は、持ち帰ったらすぐに冷蔵庫や冷凍庫に保管する　

　・肉や魚はビニール袋や容器に入れ、他の食品に肉汁などがかからないようにする　

　・肉、魚、卵などを取り扱うときは、取り扱う前と後に必ず手指を洗う　

　・冷蔵庫は 10℃以下、冷凍庫は－ 15℃以下に保つ　
　・冷蔵庫や冷凍庫に詰めすぎない（詰めすぎると冷気の循環が悪くなる）

（３） 下準備
　・調理の前に石けんで丁寧に手を洗う　

　・野菜などの食材を流水できれいに洗う（カット野菜もよく洗う）　

　・生肉や魚などの汁が、果物やサラダなど生で食べるものや調理の済んだものにかからない

　　ようにする　

　・生肉や魚、卵を触ったら手を洗う　

　・包丁やまな板は肉用、魚用、野菜用と別々にそろえて使い分けると安全　

　・冷凍食品の解凍は冷蔵庫や電子レンジを利用し、自然解凍は避ける　

　・冷凍食品は使う分だけ解凍し、冷凍や解凍を繰り返さない　

　・使用後のふきんやタオルは熱湯で煮沸した後しっかり乾燥させる　

　・使用後の調理器具は洗った後、熱湯をかけて殺菌する（特に生肉や魚を切ったまな板や包丁）。

　　台所用殺菌剤の使用も効果的。

（４） 調理
　・調理の前に手を洗う　

　・肉や魚は十分に加熱。中心部を 75℃で１分間以上の加熱が目安。
（５） 食事
　・食べる前に石けんで手を洗う　

　・清潔な食器を使う　

　・作った料理は、長時間、室温に放置しない

（６） 残った食品
　・残った食品を扱う前にも手を洗う　

　・清潔な容器に保存する　

　・温め直すときも十分に加熱　

　・時間の経ちすぎたものは思い切って捨てる　

　・ちょっとでもあやしいと思ったら食べずに捨てる

◆食中毒かなと思ったら
　おう吐や下痢の症状は、原因物質を排除しようという体の防御反応です。医師の診断を受けず

　に市販の下痢止めなどの薬をむやみに服用しないようにし、早めに医師の診断をうけましょう。

問健康福祉課　撒（57）4171

家庭でできる食中毒予防

43
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令和元年度の公民館事業
【町公民館の主な事業等】
募集要項など、詳細は別途お知らせします。

（ここに掲載されているものは予定ですので変更される場合もあります。）
問い合わせ先　撒 (57)4177
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こ
の
た
び
、
佐
川
野
学
区
の
分
館

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
微
力
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
分
館
の
更
な
る

発
展
を
め
ざ
し
て
、
役
員
一
丸
と

な
っ
て
佐
川
野
学
区
の
皆
様
方
に
貢

献
で
き
ま
す
よ
う
に
一
つ
ひ
と
つ
の

事
業
を
大
切
に
し
て
行
っ
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
分
館
の
役
員
に

女
性
を
起
用
し
て
、
女
性
な
ら
で
は

の
目
線
で
見
て
い
た
だ
き
、
考
え
て

も
ら
え
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
最
初
の
事
業
は
４
月
５

日
に
観
桜
会
を
行
い
ま
し
た
。
前
年

度
の
役
員
で
残
っ
た
の
は
た
っ
た
２

人
で
し
た
の
で
多
少
番
狂
わ
せ
も
あ

り
、
今
後
の
反
省
と
教
訓
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
後
の
事
業
は
多
く
の
方
々
に
気

軽
に
参
加
で
き
る
研
修
旅
行
、
佐
川

野
っ
子
ふ
れ
あ
い
運
動
会
な
ど
沢
山

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
よ
り
多
く
の
皆
様
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
新
橋
学
区
分
館
で
は
、「
キ
ラ
リ

と
光
る
読
書
の
ま
ち
野
木
」
宣
言
を

受
け
、
５
年
前
か
ら
毎
年
、
読
書
支

援
事
業
と
し
て
新
橋
小
学
校
の
図
書

室
へ
本
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

　
本
は
購
入
先
で
あ
る
「
童
話
館

ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
」
の
コ
ー
ス
か
ら
対

象
児
童
年
齢
に
ふ
さ
わ
し
い
本
を
学

校
に
選
ん
で
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
、
合
計
２
１
９
冊
の
本
を
寄

贈
し
て
い
ま
す
。

　
新
橋
小
学
校
の
図
書
室
に
は
、「
分

館
文
庫
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
し
て

あ
り
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
利
用

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
職
員
及
び

保
護
者
か
ら
も
大
変
好
評
と
伺
っ
て

い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
読
書
を
通
し
て
、

心
豊
か
に
育
つ
た
め
の
一
助
と
な
れ

ば
幸
い
か
と
、
今
後
も
読
書
支
援
事

業
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
４
月
５
日
の
晴
天
で
風
も
な
く
、

め
ず
ら
し
く
暖
か
で
、
桜
の
花
も
満

開
の
中
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
予

想
以
上
の
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
し

て
い
た
だ
き
観
桜
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
余
興
の

第
１
部
と
し
、
22
人
の
歌
謡
シ
ョ
ー

と
歌
手
と
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
で
盛
り
上

が
り
、
第
２
部
で
は
多
く
の
方
々
の

す
ば
ら
し
い
美
声
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
様
も
き
っ
と
楽
し
く
満
足
し
て

余
興
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
分
館
役
員
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
沢

山
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す

の
で
、
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
分
館
の
活
動
を
共
に
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

新
分
館
長
よ
り
一
言

佐川野
舘野　誠一

分
館
か
ら

読
書
支
援
事
業

新橋

観
桜
会

佐川野

本を読む子どもたち 今までに寄贈された本

会場内の風景 会場から見た桜
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４
月
13
日
（
土
）
野
渡
分
館
で
は
、

さ
さ
ら
祭
り
を
支
援
す
る
た
め
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
模
擬
店

を
設
け
、
さ
さ
ら
祭
り
を
見
物
に
来

た
方
に
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
や
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
を
無
償
で
提
供
し
ま
し
た
。

　
さ
さ
ら
祭
り
は
、
事
始
め
式
、
舞

揃
い
の
式
、
出
社
祭
、
帰
社
祭
、
中

祭
り
、
後
祭
り
と
約
50
日
間
に
わ
た

る
古
式
豊
か
な
祭
礼
で
、
５
０
０
年

に
わ
た
り
継
承
さ
れ
て
き
た
、
す
べ

て
子
供
が
演
舞
す
る
伝
統
芸
能
で
す
。

　
今
年
の
当
番
は
上
宿
で
、
太
刀
は

小
学
３
年
生
１
人
、
獅
子
は
小
学
６

年
生
２
人
と
小
学
４
年
生
１
人
、
金

棒
引
き
は
小
学
６
年
生
と
６
歳
児
で
、

長
棒
１
人
と
太
刀
１
人
が
不
足
の
構

成
で
す
が
、
３
月
３
日
の
事
始
め
以

後
、
土
曜
、
日
曜
と
春
休
み
期
間
中

に
師
匠
と
神
童
子
が
一
体
と
な
っ
て

練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
午
後
１
時
半
過
ぎ
に
、
上
宿
集
会

所
で
舞
っ
た
後
、
お
仮
舎
（
お
か
り

や
）
に
移
動
し
、
午
後
２
時
か
ら
厳

か
な
儀
式
の
中
、
棒
と
獅
子
の
演
舞

が
あ
り
、
大
勢
の
見
物
者
の
歓
声
と

拍
手
の
渦
の
中
を
、
上
宿
を
先
頭
に

下
宿
、
細
谷
、
寺
山
、
新
田
の
山
車

が
太
鼓
の
音
と
車
輪
の
き
し
む
音
を

立
て
な
が
ら
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　
そ
の
後
に
、
露
払
い
を
先
頭
に
、

金
棒
引
き
、
棒
、
獅
子
、
笛
、
宝
剣

大
傘
と
続
き
、
そ
の
後
に
は
、
ご
神

体
を
乗
せ
た
神
輿
の
渡
御（
と
き
ょ
）

が
始
ま
り
、
棒
と
獅
子
の
神
童
子
に

は
、
師
匠
が
付
き
添
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
神
体
を
乗
せ
た
神
輿
は
、
享
保

元
年
江
戸
夷
（
え
び
す
）
屋
の
宮
大

工
、
藤
原
正
重
の
銘
の
あ
る
重
厚
な

作
り
で
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
逸
品
で

す
。

　
午
後
２
時
半
頃
出
発
し
た
渡
御
の

一
行
は
陽
の
傾
く
頃
、
桜
吹
雪
の
舞

う
沿
道
に
、
５
耕
地
内
の
上
宿
、
細

谷
、
下
宿
、
寺
山
、
新
田
を
約
２
時

間
掛
け
て
巡
り
、
一
の
鳥
居
、
二
の

鳥
居
を
通
り
、
三
の
鳥
居
前
で
は
、

ご
神
体
が
本
殿
に
戻
る
時
に
こ
こ
で

お
清
め
の
儀
式
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
本
殿
に
到
着
す
る
と
、
ひ
と
き
わ

高
く
笛
の
音
が
杉
木
立
に
響
き
渡
り
、

同
時
に
棒
舞
と
獅
子
舞
が
始
ま
り
、

堂
々
と
し
た
神
童
子
の
見
事
な
演
舞

に
、
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
長
く
続

い
て
お
り
ま
し
た
。

　
野
木
町
煉
瓦
窯
の
北
東
端
に
あ
る

公
園
が
、「
だ
い
て
ば
こ
ひ
ろ
ば
」

で
す
。

　
小
さ
な
公
園
で
す
が
、
子
供
向
け

の
総
合
遊
具
や
、
大
人
用
の
懸
垂
棒
、

東
洋
医
学
を
取
り
入
れ
た
足
ツ
ボ
を

刺
激
す
る
色
々
な
形
状
の
出
っ
ぱ
り

が
あ
る
裸
足
で
歩
く
健
康
器
具
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
て

ら
、
毎
日
の
よ
う
に
通
う
方
も
居
る

と
か
。

　
運
が
良
け
れ
ば
、
間
近
で
馬
を
見

る
こ
と
も
で
き
ま
す
よ
。

　
煉
瓦
窯
に
来
た
と
き
は
、是
非「
だ

い
て
ば
こ
ひ
ろ
ば
」
に
も
お
立
ち
寄

り
下
さ
い
。

文
化
振
興
さ
さ
ら
祭
り

野 木 
（野渡）

集会所での獅子舞

飾りつけられた
五耕地の山車

シ
リ
ー
ズ
都
市
公
園

だ
い
て
ば
こ
ひ
ろ
ば

神輿渡御

「はい、どうぞ」
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チ
ャ
リ
ッ
サ
・
ベ
ル
・
ツ
ル
オ
カ

と
申
し
ま
す
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
来
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
公
民
館
と
友
沼
小
学

校
で
英
語
を
教
え
て
い
ま
す
。

　
好
き
な
食
べ
物
は
ド
リ
ア
ン
で
す
。

良
か
っ
た
ら
皆
さ
ん
も
食
べ
て
み
て

く
だ
さ
い
！

　
趣
味
は
映
画
・
ア
ニ
メ
を
見
る
こ

と
、
音
楽
を
聴
く
こ
と
で
す
。
普
段

洋
楽
し
か
聴
か
な
い
の
で
、
お
勧
め

の
日
本
の
音
楽
が
あ
れ
ば
教
え
て
く

だ
さ
い
！

　「
楽
し
く
学
ぼ
う
、
身
に
つ
け
よ

う
」
を
合
言
葉
に
シ
ニ
ア
向
け
の
パ

ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
て
以
来
、

毎
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
会
員
よ
り
「
手
作
り
の
年
賀
状
が

出
来
た
」「
認
知
症
防
止
に
も
パ
ソ

コ
ン
は
役
立
っ
て
い
る
」「
自
治
会

の
会
計
報
告
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
受
講
の
皆
様
か
ら
感
想
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
パ
ソ
コ
ン
を
学
ぼ
う
と

す
る
仲
間
を
募
集
し
ま
す
。
初
心
者

大
歓
迎
。

場
所
　
町
公
民
館

活
動
日
　
毎
月
２
回

　（
第
１
・
第
３
水
曜
日
）

　
９
時
30
分
〜
12
時

募
集
人
員
　
先
着
12
名

会
費
　
月
２
５
０
０
円（
資
料
代
込
）

申
込
　
６
月
１
日
〜

申
込
・
問
合
せ
先
　
浜
田
　
敏
路

　
撒（
56
）０
３
８
２

【
友
沼
分
館
長
】

　
　
　
　
・
秋
元
　
吉
行

【
野
木
分
館
長
】

　
　
　
　
・
渡
辺
　
貞
至

【
佐
川
野
分
館
長
】

　
　
　
　
・
舘
野
　
誠
一

【
南
赤
塚
分
館
長
】

　
　
　
　
・
片
平
　
光

【
新
橋
分
館
長
】

　
　
　
　
・
小
室
　
正
勝

　
今
年
度
も
引
き
続
き
次
の
メ
ン

バ
ー
で
館
報
の
編
集
を
担
当
い
た
し

ま
す
！

　
地
域
に
密
着
し
て
、
読
み
や
す
く
、

わ
か
り
や
す
い
記
事
を
目
指
し
て
が

ん
ば
り
ま
す
！

　
読
者
の
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
！

【
友
沼
分
館
】

　
　
　
　
・
井
岡
　
智
美

　
　
　
　
・
塚
田
　
亜
矢
子

【
野
木
分
館
】

　
　
　
　
・
小
林
　
恵
理
子

　
　
　
　
・
神
原
　
秀
夫

【
佐
川
野
分
館
】

　
　
　
　
・
萩
原
　
美
佐
子

　
　
　
　
・
鈴
木
　
愛
子 

【
南
赤
塚
分
館
】

　
　
　
　
・
有
田
　
論
理

　
　
　
　
・
阿
久
津
　
幹
男

【
新
橋
分
館
】

　
　
　
　
・
斉
藤
　
孝

　
　
　
　
・
光
定
　
哲
雄

Ａ
Ｌ
Ｔ
紹
介

（
外
国
語
指
導
助
手
）

チャリッサ先生

サ
ー
ク
ル
紹
介

パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

野
木
町
分
館
長
紹
介 活動風景

館
報
編
集
委
員
紹
介
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名　称 日　時 場所等 内容・対象 相談員 問い合わせ先

人権・行政
合同相談

６月１２日（水）
９時～１２時
【受付は11:30 まで】

ホープ館
（町老人福祉センター）

・人権に関する相談
・行政の仕事に関す
る意見、要望、相談

人権擁護委員
行政相談委員

生活環境課
撒（５７）４１３２　

みんなの
人権１１０番

平日
８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０５７０（００３）１１０

人権問題について
の相談
差別や虐待、パワ
ハラ、嫌がらせ、
いじめなど

相談員
宇都宮地方法務局
撒０５７０（００３）１１０

女性の人権
ホットライン

平日
８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０５７０（０７０）８１０
　　　（全国共通）

夫・パートナーか
らの暴力やストー
カー行為、女性に
対する差別など、
女性をめぐる様々
な相談

相談員
宇都宮地方法務局
撒０５７０（００３）１１０

子どもの人権
１１０番

平日
８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０１２０（００７）１１０
　　　（全国共通）

いじめや体罰、虐待
など、子どもの人権
問題に関する相談

相談員
宇都宮地方法務局
撒０５７０（００３）１１０

ＤＶ相談
月～金曜日（祝日を除く）
８時３０分～１７時１５分

町生活環境課

配偶者・パートナー
からの身体的、精
神的、性的などの
暴力に対する相談

町職員
生活環境課
撒（５７）４１３２

児童虐待相談

月～金曜日（祝日を除く）
８時３０分～１７時１５分

町別館
こども教育課
撒０２８０（５７）４１３８

児童虐待について
の相談・通告

町職員
相談員

こども教育課
撒（５７）４１３８

２４時間いつでも

（休日・夜間）
児童相談所全国共通
ダイヤル
撒１８９（いちはやく）

行政書士専門
相談

６月２６日（水）
１０時～１２時

ホープ館
（町老人福祉センター）

相続や遺言、農地転
用、開発行為など
・予約制
・ 随時受付
　（先着４名）

行政書士
行政書士会小山支部
撒０２８５（４５）０２９７

法 律

（ 弁 護 士 ） 
相 談

６月２０日（木）要予約
１０時～１２時
【７月の開催日】
７月１８日（木）１０時～１２時
（６月２１日（金）～予約受付）

ホープ館
（町老人福祉センター）

財産・扶養・土地・金銭
貸借・賠償・離婚など
の問題に関する相談
・原則年度内に２回まで

弁護士
町社会福祉協議会
撒（５７）３１００

法テラス栃木
月～金曜日
９時～１２時
１３時～１５時

法テラス栃木
（サポートダイヤル）
撒０５７０－０７８３７４

法的な困りごと 相談員
法テラス栃木
撒０５０３３８３－５３９５

栃木県司法書
士会総合相談
センター

【小山会場】
毎月第３土曜日（要予約）
１０時～１５時
【電話相談】
毎週土曜日
１０時～１５時

【小山会場】
小山商工会議所
１階談話室
【電話相談】
撒０２８（６５１）５００８

不動産関係、会社
関連、裁判所手続
関連、成年後見関
連の相談、供託、
消費者金融会社等
の借金整理

司法書士
司法書士会
撒０２８（６１４）１１２２

行政書士電話
相談センター

月～金曜日（祝日を除く）
９時～１７時

電話相談
撒０２８（６３８）０９１９

成年後見・相続・遺
言・契約書・許認可

行政書士
行政書士会
撒０２８（６３５）１４１１

消費生活相談
月～木曜日
９時～１２時、１３時～１６時

町産業課内
消費生活センター

契約や取引に関す
る消費者トラブル

相談員
町消費生活センター
撒（２３）１３３３

働く人の
メンタルヘル
ス相談

６月１４日（金）
13時30分～16時20分

小山労政事務所
県庁小山庁舎3階

職場でストレスや
メンタルヘルス不
調を抱えている
方、そのご家族や
上司・同僚の方か
らの相談

産業カウンセラー小山労政事務所撒０２８５（２２）４０３２

借金で悩んで
いませんか

平日
８時３０分～１２時
１３時～１７時

電話または面談
撒０２８（６３３）６２９４

専門の相談員が丁寧
にお話を伺います

相談員
財務省関東財務局
宇都宮財務事務所
撒０２８（６３３）６２９４
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相談コーナー
名　称 日　時 場所等 内容・対象 相談員 問い合わせ先

総合相談
月～土曜日
８時３０分～１７時１５分

ひまわり館
（町総合サポートセンター）

健康・福祉及び子
育てなど

社会福祉士
保健師
保育士

ひまわり館
（町総合サポートセンター）

撒（３３）６８７８

心配ごと相談
６月５日（水）
１０時～１２時

ホープ館
（町老人福祉センター）

日頃の悩みなど日
常生活について

民生児童委員
保護司
人権擁護委員

町社会福祉協議会
撒（５７）３１００

野木町地域包括
支援センター

月～金曜日
８時３０分～１７時１５分
（緊急時は上記以外でも）

【本センター】
ひまわり館
（町総合サポートセンター）
【サブセンター】
ホープ館（町老人福祉
センター）内

高齢者についての
介護相談・総合的
な相談

保健師
社会福祉士
介護支援専門員

本センター
撒（５７）２４００
サブセンター
撒（２３）２２００

こころの相談
６月２４日（月）（要予約）
１０時～１２時

町保健センター メンタルヘルス相談 心理士
健康福祉課
撒（５７）４１７１

よりそい 
ホットライン

２４時間いつでも
電話相談
撒０１２０（２７９）３３８

生活の困窮、心の悩み、
暴力被害、仕事、自殺
念慮などの幅広い悩み

相談員
一般社団法人社会的包
摂サポートセンター
死 admin@279338.jp

いのちの電話
３６５日２４時間
（毎月１０日はフリーダイ
ヤル実施日）

【電話相談】
○３６５日２４時間
撒０２８（６４３）７８３０
○毎月１０日（フリーダ
イヤル実施日）
撒０１２０（７８３）５５６

自殺予防相談 相談員
栃木いのちの
電話事務局
撒０２８（６２２）７９７０

子育てサロン

６月17日（月）
１０時～１２時

新橋児童館 子育てについて
児童館職員、子育てサロ
ンボランティアえくぼ

新橋児童館
撒（５７）９１５５

６月 24日（月）
１０時～１２時

あかつか児童センター 子育てについて
センター職員、子育てサ
ロンボランティアえくぼ

あかつか児童センター
撒（５４）１４４０

健康相談
毎週水曜日（要予約）
午前中

町保健センター
健診結果や健康に
ついて

保健師
栄養士

健康福祉課
撒（５７）４１７１

幼児ことばの
教室

月～金曜日（祝日を除く）
９時～１２時、１３時～１７時

幼児ことばの教室
（町武道館裏）
（窓口：こども教育課）

ことばの発育で気
になる事など

言語聴覚士
幼児ことばの教室
撒（５７）４２０９

教育相談
月～金曜日（祝日を除く）
９時～１２時、１３時～１７時

町こども教育課
児童生徒・保護者の方の
悩み、教育に関する相談

相談員
こども教育課
撒（５７）４２０９

あすなろ教育
相談

月～金曜日（祝日を除く）
９時～１２時、１３時～１５時

あすなろ教室相談室
（町武道館裏）

不登校に関する相
談

相談員
あすなろ教育相談室
撒（５７）４１８９

野木町障がい
者虐待防止セ
ンター

（来所）月～金曜日
　　　（祝日を除く）
　　　８時３０分～１７時１５分
（電話）随時

○来所
　町保健センター
○電話相談
　（平日）（５７）４１９６
　（休日・夜間）
　０９０（３２４６）２２６０

障がい者の虐待に
ついての相談・通報

町職員
健康福祉課
撒（５７）４１９６

障がい者相談

月～金曜日
８時３０分～１７時１５分

ひまわり館
（町総合サポートセンター）

障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとその家族など

相談支援専門員
ライフサポート
センターゆめ
撒（３３）６９５１

月～金曜日
１０時～１７時

丸林３７１－１２
障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとその家族など

相談支援専門員
みらい
撒（５７）２６７３

パソコンサロン

６月１3日（木）
１３時３０分～１５時３０分
６月１５日（土）
９時３０分～１１時３０分

町公民館
パソコン初心者対
象の相談室

パソコンサロン会員
町公民館
撒（５７）４１７７

交通事故巡回相談
毎月第２・第４火曜日
１０時～１１時２０分
１３時～１４時２０分

小山市役所
市民相談室
（市役所地下）

交通事故での損害賠
償や示談交渉など

交通事故相談員
小山市役所
生活安心課
撒０２８５（２２）９２８２

不動産無料相談

毎月２３日（土日祝に重
なる場合はその前日）
１３時３０分～１６時３０分
（要予約）

（公社）栃木県宅地建
物取引業協会県南支部
（栃木市大宮町2617-
15）

土地・建物など不動
産取引に関する相談

（公社）宅地建物取引
業協会の相談員

（公社）栃木県宅地建物
取引業協会県南支部
撒０２８２（２７）９０８８
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　HIVウイルス【ヒト免疫不全ウイルス】は、エイズ【後天性免疫不全症候群】を引き起こす
ウイルスで、２０１８年の調査によると、２０１７年は HIV感染者、エイズ患者を合わせて、
１４００件近く報告されていて、近年は横ばいの傾向が続いています。

　１９８０年代に初めて症例が発見された当初は、治療法が見つからず「不治の病」と恐れられ

ていました。しかし、医学の進歩により、早期に発見し治療を受ければ、エイズの発症を抑え、

他の人への感染リスクを低下させ、普通の生活を送ることができます。また、HIVの感染につ
いても、日常生活の接触では感染しないことが分かっています。

このように、病気の治療法、対処法が発見されているにもかかわらず、現在でも病気の恐ろし

さが人々の記憶に残り、誤解や偏見を生み、HIV感染者は就職の取り消しや医療機関での受診
拒否といった人権侵害を受けてしまっています。

　HIV感染者に対する偏見や差別を解消するためには、正しい知識を学ぶとともに、相手の人
権を尊重する気持ちを持つことが大切です。この機会に、自分にできることを考えてみましょう。

◆ ◆ ◆ ＨＩＶを正しく理解しましょう ◆ ◆ ◆

　

誰もが心豊かに暮らせる社会の実現を目指して
人権学習シリーズ⑪

問生活環境課　撒（57）4132

令和元年度国民健康保険税率改正に伴う税額のモデルケースについて

２月号より国民健康保険税の税率改正についてお知らせしてきましたが、今号では税率改正による
税額の変更をイメージしやすくするために、モデルケースを掲載いたします。

問住民課　撒（57）4137
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団体名

◆活動内容

◆活動日

◆ひとこと

野木町平成会

不法投棄監視パトロール、不法投棄されたゴミの

回収など

毎月１回（土曜日の午後）

◆連絡先
針谷良七　撒（56）1118

町 民 活 動 団 体 紹 介 

より良い地域づくりのため活動をしている団体を紹介します
２

◆活動場所
町内全域

◆会員数
約20名

シリーズ 渡良瀬遊水地の主な外来生物 

【魚類編】渡良瀬遊水地の豊かな自然環境を守ろう。
《生態系被害防止外来種リスト》
環境省は、侵略性が高く、国内の生態系、人の身体等、農林水産業に被害を及ぼす又はその

恐れのある外来種を選定し、「生態系被害防止外来種リスト」を作成しました。

その中から、渡良瀬遊水地で多く見られる外来生物をシリーズで紹介していきます。

【特徴】
　全長 30～ 50 ｃｍで体側から背にかけて不規則な暗斑があり、
　腹側は黄味を帯びた白色。
【影響】
　肉食性で在来生物を捕食し生態系に大きな影響を与える。
【一般的な防除方法】
　定置網等で捕獲、駆除。

【特徴】
　全長 15～ 25ｃｍ程度で体側に 7～ 10本の暗色横帯がある。
【影響】
　雑食性で在来生物に影響を及ぼす。
【一般的な防除方法】
　定置網等捕獲、駆除。

【オオクチバス（ブラックバス）】

【ブルーギル】

渡良瀬遊水地ロゴマーク

３

問未来開発課　撒（57）4260
※特定外来生物である魚類を釣った場合には運搬、放出などはできません。

平成会では一緒に活動してくれる会員を募集しています。

不法投棄の監視パトロール等を行うことで、町から不法

投棄をなくしていきましょう！

町民活動とは、営利を目的とせず、社会
的な課題の解決に向けて町民が主体と
なって行う社会貢献活動のことです。

　みなさんも楽しく、元気に町民活動に取り組んでみませんか。
　ご興味のある方は、ボランティア支援センターきらり館まで、お気軽にお問い合わせください

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問ボランティア支援センターきらり館　撒（23）1231
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88シリーズ 野木町のごみ処理 問生活環境課　撒（57）4246

６月にごみ排出調査・指導を実施します
　小山広域保健衛生組合が実施しましたごみ組成調査について、野木町の可燃ごみの中には、重量

割合で厨芥類（主に生ごみ）29％、紙類やプラスチック類等が30％あり、資源化できるものが多い
との結果になりました。

　そこで、６月に可燃ごみ集積所、資源物集積所において、町環境委員の協力により、ごみ排出状

況調査・指導を実施いたします。町民の皆様におかれましては、引き続き、「可燃ごみ」の中にある

資源化できるものを分別し、「ごみの減量化・資源化」にご協力くださるようお願いします。

プラ容器の分別Ｑ＆Ａ
　家庭ごみの約６割（容積比）が容器や包装から出た物です。これを減量・資源化するために平成

12年から「容器包装リサイクル法」という法律が施行されています。「プラマーク」のリサイクルは
この法律に則って実施しているため、プラスチックのうち、容器包装物を分別する必要があります。

ここでもう一度、プラ容器の分別に関する疑問等についてお答えしていきます。

Ｑ．どのようなものがプラ容器の対象となりますか？

Ａ．プラ容器とは、食料品や日用品を入れたり包んでいたもので、中身を食べたり　

　　使用したりした後で不要となるプラスチック製の容器や包装のことです。

　　【プラマーク】（右図）が付いているので簡単に見分けられます。

Ｑ．なぜ汚れを取り除く必要があるのですか？

Ａ．分別収集された「プラ容器」は、リサイクル業者が引き取り、再利用製品や発電施設の燃料製

　　品等にリサイクルされます。汚れがひどい場合や異物が混入していると、容器包装リサイクル

　　法で決められた基準に合わないため、リサイクル業者への引き渡しができなくなります。汚れ

　　が付着していないものや汚れを取り除いたものを「プラ容器」として分別してください。汚れ

　　が取り除けない「プラ容器」は可燃ごみに分別してください。

Ｑ．汚れはどの程度落とせば良いのですか？

Ａ．目で見て汚れが取れていれば良い程度に、軽く水ですすいでください。洗剤を使って良く洗う

　　必要はありません。

Ｑ．プラマークの横に「ＰＰ」「ＰＥ」「ＰＳ」などの表示がありますが、これは何ですか？　　　

　　プラ容器として出してもいいですか？

Ａ．これら表示は、そのプラスチック製容器包装のさらに詳しい素材の表示で、製造工場やリサイ

　　クル工場で確認するためのものです。プラマークが付いているものは、「プラ容器」で出して

　　ください。

　　町内の直売所や店舗などに地産地消の旗を配布し、PRにご
協力を頂いています。

　地産地消になる農産物や飲食店は身近にたくさんあります

ので、日頃からどんなところにあるか意識してみましょう。

そして毎月18日は写真の旗をぜひ探してみてください！

 のぎ地産地消シリーズ　Vol.８

～地産地消のＰＲ～

毎月18日はのぎ地産地消の日！

問産業課　撒（57）4151
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、
こ
れ
を
機
に
、

地
蔵
様
に
つ
い
て
地
域
の
人
や
文
献
に
よ

り
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
昭
和
の
初
期
に
川
田
で
７
、
８
人
も
の

人
が
続
け
て
、
中
風（
脳
梗
塞
）に
か
か
る

と
い
う
大
変
不
思
議
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
頃
、
地
蔵
様
が
改
修
工
事
の
た

め
本
来
あ
っ
た
場
所
か
ら
墓
地
の
方
に
お

い
や
ら
れ
、
発
見
さ
れ
た
時
に
は
土
の
中

に
埋
も
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
も
し

や
何
か
の
た
た
り
で
は
・
・
・
？
と
思
い
、

村
人
は
改
め
て
こ
の
地
蔵
様
を
丁
重
に
祀

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
あ
れ

ほ
ど
ひ
ど
か
っ
た
中
風
も
治
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
後
、
こ
の
話
が
伝
わ
り
近
隣
の

人
が
お
参
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
旧
暦
７
月
23
日
に
地
蔵
様
の
参
詣

者
に
餅
を
配
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
８
月
23
日
の
前
後
の
土
曜
日

に
地
蔵
様
の
と
こ
ろ
で
年
番
の
方
が
つ
い

て
き
た
餅
を
参
詣
者
に
配
り
ま
す
。
そ
の

当
番
は
、
10
名
で
15
年
に
１
回
ま
わ
っ
て

き
ま
す
。
併
せ
て
川
田
集
会
所
に
や
ぐ
ら

が
か
け
ら
れ
盆
踊
り
が
賑
や
か
に
行
わ
れ

ま
す
。
最
後
に
は
見
事
な
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
地
域
の
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
川
田
の
地
蔵
様
と
盆
踊

り
に
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

広報連絡委員レポート呉３９７

修復後に開催された地蔵祭り

傾いた地蔵様（修復前）
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　健康づくりに関するポイントを貯めていただくと、記念品を贈呈いたします。

●登録期間　令和元年６月３日（月）～　（定員約200名に達するまで）
●対 象 者　野木町在住の20歳以上の方

４つの健康目標のうち必須項目を含む５ポイント以上をクリアしましょう！

のぎ健康マイレージ

●応募方法

　① 健康福祉課窓口（保健センター内）で登録申請をし、「健康マイレージカード」を受け取ります。
　② カードにある、健康目標の項目を確認し、自分の健康づくりに取組みましょう。
　③ ５ポイント（必須項目を含む）以上貯まったら、カードに必要事項を記入の上、身分証と健診・

検診の受診の有無が確認できるものを添え、再度窓口に申請します。
　④窓口で確認が済んだ後、記念品を受け取ります。

問健康福祉課　撒（５７）４１７１

健康タウンのぎ事業

　目標１　健康診査 ・がん検診を受診しましょう　　※１健診 ・検診以上の受診が必須です

　目標２　歯の検診などを受診しましょう　

　目標３　健康に関する事業やイベントに参加しましょう

　目標４　健康づくり宣言　※必須項目です

が
今
年
の
歌
会
始
に
お
読
み
に
な
ら
れ
た
御
製
に
よ

く
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
首
は
次

の
通
り
で
す
。

　
贈
ら
れ
し
ひ
ま
は
り
の
種
は
生
え
揃
ひ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
葉
を
広
げ
ゆ
く
初
夏
の
光
に

　
　
　
　
　
　
平
成
31（
２
０
１
９)

年
　
天
皇
御
製

　
こ
れ
は
平
成
７
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
の
追
悼
式

典
の
時
に
遺
族
の
人
よ
り
贈
ら
れ
た「
は
る
か
の
ひ

ま
わ
り
」
の
種
を
毎
年
皇
居
で
咲
か
せ
て
こ
ら
れ
た

事
に
因
ん
で
の
御
歌
と
思
わ
れ
ま
す
。
災
害
が
比
較

的
多
く
発
生
し
た
平
成
の
時
代
を
、
い
つ
ま
で
も
心

に
と
ど
め
て
忘
れ
な
い
陛
下
の
思
い
が
十
分
伝
わ
る

内
容
で
す
。

　
わ
が
町
で
も
、
こ
の
ひ
ま
わ
り
の
種
を
被
災
地
よ

り
い
た
だ
き
、
町
民
に
も
配
り
ま
し
た
。
我
が
家
の

畑
の
一
角
に
今
年
も
芽
を
出
し
育
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
青
空
に
高
く
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
て
い
く
力
強
い

ひ
ま
わ
り
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
震
災
で
亡
く
な
っ

た
「
は
る
か
さ
ん
」
の
思
い
を
天
に
届
か
せ
る
よ
う

な
花
で
す
。
平
成
の
陛
下
が
最
後
の
歌
会
始
に
、
震

災
関
係
を
取
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
、
常
に

国
民
に
寄
り
添
い
、
被
災
し
た
人
た
ち
を
忘
れ
な
い

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち

も
忘
れ
な
い
で
次
の
令
和
に
進
み
ま
し
ょ
う
。

　
新
緑
が
目
に
染
み
る
す
が
す
が
し
い
季
節
に
、
改

め
て
「
心
寄
せ
合
い
平
和
で
美
し
い
」
令
和
の
野
木

町
に
向
け
て
皆
様
と
と
も
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
多
様
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
心
寄
せ
合

い
素
晴
ら
し
い
未
来
が
共
有
で
き
る
よ
う
に
工
夫

し
、
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
未
来
に

　
令
和
に
元
号
が
変
わ
り
、
早
１
ヶ
月
以
上
が
経
ち

ま
し
た
。
す
っ
か
り
令
和
の
年
号
に
浸
っ
て
、
な
ぜ

か
自
分
が
新
し
く
変
わ
っ
た
よ
う
な
気
分
に
な
る
か

ら
不
思
議
で
す
。
今
、
改
め
て
感
じ
た
こ
と
な
ど
を

少
々
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
元
年
の
初
日
で
あ
る
５
月
１
日
に
、
町
で
受

け
付
け
た
婚
姻
届
け
は
、
９
件
で
し
た
。
こ
れ
は
通

常
よ
り
多
く
、
記
念
と
し
て
ボ
ー
ド
の
前
で
写
真
を

撮
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
Ｊ
Ａ
お
や
ま
か
ら
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
花
束
を
贈
呈
さ
れ
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
お

喜
び
い
た
だ
き
ま
し
た
。
職
員
に
も
そ
の
気
持
ち
が

伝
わ
り
、
幸
せ
を
い
っ
ぱ
い
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

と
聞
い
た
時
は
、こ
と
さ
ら
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
先
月
は
令
和
の
意
味
や
解
釈
等
を
少
し

書
き
ま
し
た
が
、
加
え
て
今
回
は
、
１
文
字
ず
つ
を

考
え
て
み
ま
し
た
。
令
和
の「
令
」は
清
ら
か
で
美
し

く
立
派
な
こ
と
、
と
意
味
づ
け
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

ま
た「
和
」は
仲
良
く
す
る
こ
と
、
互
い
に
相
手
を
大

切
に
し
て
協
力
し
あ
う
こ
と
、
争
わ
な
い
こ
と
等
だ

そ
う
で
す
。
こ
れ
ら
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
に
私
た
ち

誰
も
が
納
得
す
る
よ
う
な
素
敵
な
内
容
で
あ
る
と
思

い
ま
し
た
。
町
と
し
て
も
令
和
に
相
応
し
い
良
き
時

代
と
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
、
平
成
の
時
代
を
も
う
一
度
振
り
返
っ

た
う
え
で
町
政
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
事
と

思
い
ま
す
。
い
み
じ
く
も
先
の
天
皇
陛
下（
現 
上
皇
）



　境内の桜が満開に咲き誇り快晴の４月１３日、五穀豊穣・無

病息災・家内安全を祈願する潤島 星宮神社 恒例の春祭りが氏
子３０名が参列して行われました。

　この春祭りは毎年４月１３日に行われる伝統行事で、前日か

ら拝殿の設営等の準備を行い、当日も早朝から神饌（お供え物）・

しめなわの張替え・梵天立て等飾りつけを済ませ、全員拝殿に

整列して待機する中、間々田八幡宮の栗原宮司が来社し、厳粛

な雰囲気の中でお祓い・祈祷の後、参列者が玉串を捧げ、直会

に入り親睦を深めました。当神社は以前「ズームイン朝」でテ

レビ放映もされたこともあり、又ご利益があると知られ参拝者

も多い潤島星宮神社の伝統行事は、他に夏祭り・風祭り・秋祭

りの四つの行事があります。

　少子高齢化が急速に進んでおりますが、この伝統行事を積極

的に伝承・推進し、地域社会での絆・コミュニティー文化とし

ての神社祭祀を地域の再生・活性化に生かす好機としたいもの

です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏子総代　須田成治
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野
木
町
観
光
大
使
　
赤
羽
み
ち
え
先
生
連
載
第
�
号

投稿 潤島 星宮神社 春の祭礼

トピックス ～町の話題～

野木ブランド紹介
　野木ブランドとして新たに２品が認定されました。

○ほうじとさんちのパセリドレッシング
　（１５０ｇ／本　税込み５５０円）
　パセリの美味しいところが凝縮された万能なドレッシングです。

○ほうじとさんちのスナックエンドウピクルス
　（７０ｇ／本　税込み６００円）
　スナックエンドウの甘み・歯ごたえ、ピクルスの酸味が味わ
　える一品です。

　　どちらも町内の寳示
　戸農園で収穫されたも
　のを使用し、パッケー
　ジは文星芸術大学の学
　生がデザインしました。
　　町内では、セブンイ
　レブン野木運動公園通
　り店で販売しています。
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町の人口 令和元年５月１日現在　※直近の国勢調査結果を基に、住民基本台帳の増減数により算出しています

◇人口　男 １２，４３７人　女 １２，６０５人　計 ２５，０４２人　　◇世帯数 １０，０１９

問総務課撒 (57)4134

たまにケンカしちゃうコトもあるけどすぐ
に仲直り！
ニコニコ笑顔でこれからもみんなに優し
く、スクスク育ってね！

古ふ
る
か
わ河　

賢け

ん

と人
く
ん（
３
歳
）

　
　
　

幸ゆ

き

と人
く
ん（
２
歳
）

第 28 回ひまわりフェスティバル開催！

日時：7月 26 日 ( 金 ) 〜 28 日 ( 日 )

会場：野木町大字野木地内 (野木第二中学校南側 )

ゆ
う
だ
い
21

ひ
ま
わ
り
油

の
ぎ
ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン

♥
問　町観光協会（事務局：町産業課）
　　撒（57）4153

野木町公式ツイッター

野木町公式フェイスブック

野木町公式ホームページ

町の情報や話題を発信中です！

お詫びと訂正　　

５月号「町の人口 平成 31年 4月 1日現在」

の数値が誤っておりました。

正しい数値は以下の通りです。

男：12,474人　女：12,624人
計：25,098人
世帯数：10,036
深くお詫び申し上げます。

※「Ｕ１８カラオケ」・「フリーカラオケ」の

　参加者募集中です！詳しくは、

　野木町ひまわりフェスティバル実行委員会事務局

　撒 (57）4153 にお問い合わせください。

「招福のまち」　野木スタンプラリー２０１９
【開催期間】 ４月１日（月）～９月７日（土）　
※景品応募期限：９月1３日（金）消印有効
【景品】
※右図参照
※詳しくは、下記へお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　


